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V 第３次調査の概要
下田町遺跡は、平成12年度から平成16年度まで発

掘調査がおこなわれた。平成12年度に実施された第

１次調査は、村営老人施設建設に伴う発掘調査とし

て大里町教育委員会により実施され、弥生時代の方

形周溝墓が調査された。平成13年度（第２次調査）

から平成16年度（第５次調査）の発掘調査は、東西

約90ⅿ、南北約380ⅿの長方形の調査区に対し、４ヶ

年計画で調査を実施した。

本書の第２分冊から第４分冊の報告は、平成14年

度におこなわれた第３次調査の成果である。第３次

調査区は、第２次調査区の南側の続きにあたり、東

西約90ⅿ、南北約94ⅿ、調査面積は約8700㎡である。

さらに南側は第４次・第５次調査において調査がお

こなわれている。調査区は用水路によって東西に分

けられ、西区では遺構確認面が２面検出された。

基本層序については、第３次調査区の東区の南端

で記録・観察をおこなった。実測図を東区の南壁西

端と中央付近の２ヶ所で作成し、中央付近の面図の

方を第158図に示した。中世および古代の遺構確認

面は第11層下面である。層序自体に大きな違いや変

化はみられないが、西端と中央の断面図を比較する

と、東側に向かって緩やかに下がっていく地形が確

認できた。その傾斜の度合いは20ⅿで６㎝程度であ

る。これは、下田町遺跡第２次・第３次調査の調査

区全体における遺構確認面が、第２次調査西区南西

部を頂点として、極めて緩やかながら南北および東

側へ傾斜している地形の状況と符合する。

検出された遺構数は、方形周溝墓６基、住居跡37

軒、掘立柱建物跡17棟、柱穴列９条、井戸跡171基、

円形周溝状遺構２基、土坑355基、ピット多数、火葬

土坑27基、溝跡301条、道路状遺構２条である。出土

遺物の総量は、コンテナ308箱ほどになった。遺物の

時期は、縄文時代、弥生時代中期・後期末から古墳

時代初頭、古墳時代前期から後期、奈良・平安時代、

中世のものがある。縄文時代の遺物はごくわずかで、

付近に縄文時代の遺跡の存在を示唆するものであ

る。遺物の主体は奈良・平安時代および中世である。

以下に、各遺構にみられる特徴をまとめる。

住居跡は、古墳時代中期から平安時代のものが検

出された。古墳時代後期の住居跡の分布は、西側と

北側に偏りをみせる。第２次調査で検出されたよう

な、住居跡の周囲に溝を巡らせた可能性のある住居

跡が第83号住居跡など第２次調査区の続きである

西区の北側でみられる。また、大型住居跡の第88号

住居跡は、第377号溝跡と第411号溝跡に東側を囲ま

れ、第41号掘立柱建物跡に隣接し、さらに住居跡の

西側の一部に溝跡が巡る点も注目される。奈良時代

の住居跡の多くは調査区の中央付近で確認されてい

る。住居跡には、主軸方向を北西にとるものとほぼ

北方向にとるものの二者があり、前者のカマドは長
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い煙道部を持たないが、後者では長い煙道部を持つ

というそれぞれに異なる特徴がみられる。平安時代

の住居跡の分布は東区に偏りをみせ、ほぼ北に軸方

向をとる共通した特徴がみられる。

掘立柱建物跡は、古墳時代後期、奈良・平安時代、

中世のものが検出された。古墳時代後期の建物には

２間×２間の総柱建物、１間×１間、４間×４間の

側柱建物があり、いずれも北西―南東方向に軸方向

をとる。奈良・平安時代には、建物の軸方向が南北

軸に変化するようである。今回調査された中で最も

規模が大きい第32号掘立柱建物跡は、奈良時代から

平安時代にかけての遺構で、２間×３間で東西の両

面に庇が設けられていた。

柱穴列は、建物跡の一部のみが検出された可能性

のあるものなどが含まれている。調査区内で大小無

数のピットが検出されており、これらの一見単独と

みられるピットの中にも、本来、掘立柱建物跡や柱

穴列などであったものが含まれている可能性が極め

て高い。

井戸跡は、古墳時代後期、奈良・平安時代、中世

のものが検出された。規模には大小あり、中世に直

径の大きい井戸跡、古代には直径の小さい井戸跡が

多い傾向があるが、必ずしも規模によって時期が明

瞭に分かれるものではないようである。井戸枠が検

出された井戸跡は３基のみであったが、この３基以

外にも、本来井戸枠が備わっていたものの、片付け

や転用のために抜き取られた可能性のある木材が出

土する井戸跡もみられる。検出された３基の井戸枠

は三様で、横木を井桁状に四角く組んだもの、曲物

を底に据えて周囲に縦の長い杭を打ち込み固定した

もの、中央に曲物だけを据えたものがみられた。

円形周溝状遺構は、第２次調査でも検出されてお

り、いずれも古墳時代後期のものとみられる。周辺

の遺構と関連する可能性はあるものの、遺物はほと

んど出土せず、関連する遺構の特定は困難である。

遺構の性格については、さらなる検討が必要である。

土坑は、弥生時代中期後半、古墳時代前期・後期、

奈良・平安時代、中世のものが検出された。土坑の

規模と形態はさまざまで、機能・用途も多岐に渡っ

たと思われる。土坑として調査したなかに、中でな

にかを焼いた可能性のある焼成遺構、土坑墓など機

能の一端が推測できるものがあった。

焼成遺構は６基検出された。壁面が被熱を受けた

土坑、炭化物が多量に堆積する土坑、炭化米を多量

に出土した土坑など検出状況に違いがみられ、各々

に違うものを焼いたものと推測される。

炭化物を多量に出土した土坑もある。底面のほぼ

全体に炭化物・炭化材が広がり、焼土粒子も含まれ

ているものの、壁面が被熱を受けていないことから、

内部で短時間の燃焼をおこなったか、単に燃えかす

を廃棄した可能性が考えられる。

第497号土坑では最下層に炭化米を多量に含むや

や厚めの層が確認された。出土した炭化米の量はコ

ンテナに換算して１～1.5箱分あったとみられ、出

土状況や量の点において特筆される。壁面の一部が

被熱を受けており、何らかの理由で土坑内において

米を燃やした可能性が考えられる。

土坑墓は、第322号土坑と第350号土坑である。第

322号土坑は平安時代のものである。いずれも人の歯

が出土した。

ピットについては、検出された数が極めて多く、

そのほとんどが柱跡であるとみられる。復元はでき

なかったが、何らかの構築物の一部として機能した

ピットが多数含まれていると思われる。

火葬土坑は、すべて中世のもので、遺存状況に良・

不良はあるが、基本的に軸方向を南北にとり、東西

のいずれかに送風口とみられる細い突出部が設けら

れるとの共通した形態を持っている。人骨が多く遺

存したものもあり、分析の結果、拾骨の可能性が示

唆された。

溝跡は、古墳時代後期、奈良・平安時代、中世の

ものが検出された。特筆されるのは中世の溝跡で、

第２次調査区から続いて南北および東西方向にのび

ており、さらに第４次調査区へと続いて調査区内を
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方形に区画している。また、北端で検出された平安

時代の第286号溝跡では数多くの遺物が投棄されて

いた。古墳時代の第372号溝跡も規模が大きく、同じ

軸方向をとる掘立柱建物跡が出土していることか

ら、関係が注目される。

道路状遺構は平安時代のもので、波板状遺構が同

じ平安時代の溝跡に沿って等間隔に連続し、南北方

向にのびているのが確認された。

出土遺物で特筆されるのは、「占部豊川」の線刻が

施された紡錘車である。文献史料にみられる同名の

人物との関係は不明だが、占部姓の人物がいた証と

して注目される。

第159図 第３次調査グリッド配置図
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第160図 下田町遺跡第３次調査西区一面全体図（1)
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第161図 下田町遺跡第３次調査西区一面全体図（2)
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第162図 下田町遺跡第３次調査西区一面全体図（3)
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第163図 下田町遺跡第３次調査西区二面全体図（1)
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第164図 下田町遺跡第３次調査西区二面全体図（2)
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第165図 下田町遺跡第３次調査西区二面全体図（3)
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第166図 下田町遺跡第３次調査東区全体図（1)
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第167図 下田町遺跡第３次調査東区全体図（2)
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第168図 下田町遺跡第３次調査東区全体図（3)
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VI 第３次調査の遺構と遺物

１．方形周溝墓
第３次調査では、方形周溝墓が６基検出された。

遺構の時期は、遺構の形態および出土遺物から、弥

生時代後期末から古墳時代前期と考えられる。第２

次調査のものと合わせると合計10基となるが、方形

周溝墓は、さらに平成15年度の第４次調査、平成16

年度の第５次調査においても検出されている。弥生

時代後期末から古墳時代前期の墓域全体でいえば、

今回報告する方形周溝墓は、１基もしくは数基ずつ

が広く点在する墓域の中で北寄りの一部に相当する

と思われる。以下にその特徴についてまとめる。

第３次調査で検出された方形周溝墓の群在状況

は、第５号方形周溝墓と第６号方形周溝墓が隣接し

て北寄りに構築されており、それ以外の第７号方形

周溝墓、第８号方形周溝墓、第９号方形周溝墓の３

基は調査区の中央や南寄りにそれぞれ単独でつくら

れている。分布にはまとまりがみられず、点々と構

築されているのが特徴である。第13号方形周溝墓に

ついては、第４次調査区において、隣接する方形周

溝墓が確認されている。

第３次調査で検出された方形周溝墓で確認された

共通の特徴の一つとして挙げられるのは、いずれの

方形周溝墓でも、古墳時代中期以降の遺構の覆土と

は明らかに異なる、褐色の比較的均質な覆土が堆積

していた点である。

軸方向がＮ―25°―Ｅ～Ｎ―60°―Ｅの範 におさ

まる点も特徴的で、構築にあたっての遺構の向きに

規則性・規範があったことを示唆している。軸方向

の共通性については、第２次調査で検出された方形

周溝墓から第５次調査で検出された方形周溝墓を通

して、共通してみられる特徴である。

今回の調査で検出された方形周溝墓が第２次調査

で検出された方形周溝墓と異なる点は、第13号方形

周溝墓を除く５基が、四隅が切れる形態である点で

ある。第２次調査で検出された方形周溝墓は、弥生

時代中期後半の四隅が切れる形態の１基を除く第２

～４号方形周溝墓がすべて、周溝の１箇所か２箇所

が切れる形態であった。四隅が切れるタイプの方形

周溝墓は、相対的に古く位置づけられる傾向があり、

第５号および第６号方形周溝墓は、出土遺物の時期

を加味しても、第２次調査で検出された方形周溝墓

よりも古い可能性がある。ただし、遺構の新旧関係

は、遺構形態と遺物の両者を検討するべきであり、

第７号方形周溝墓など出土遺物の極端に少ない方形

周溝墓が多い現状では、新旧の判断には慎重になら

ざるを得ない。

規模については、第５号方形周溝墓と第６号方形

周溝墓の隣接する２基が長さ11ⅿ規模と最も大き

い。しかし他の方形周溝墓も大差はなく、８号方形

周溝墓と９号方形周溝墓は８～10ⅿ規模である。

出土遺物の全体的な傾向としては、出土遺物量が

極めて少ないことが挙げられる。完形土器は第６号

方形周溝墓から出土した器台１点のみである。

第２次調査で方形周溝墓が検出されたのは、調査

区南寄りであったが、その南側の続きである今回の

第３次調査では、調査区北端から南端まで広く分布

することが確認された。また、平成15年度および平

成16年度に調査がおこなわれた南側の続きの調査

区でも複数基の方形周溝墓が検出された。第２次調

査区の北端で確認された遺構の切れ目が、当時の自

然堤防の縁周辺であったとすれば、弥生時代後期末

から古墳時代前期に営まれた墓域が、自然堤防の縁

からやや内側に入った位置から、自然堤防上に広く

展開していた様子がうかがわれる。なお、第４次調

査区内では、古墳時代前期の居住域も検出されてお

り、墓域に隣接して居住域を構えるという集落の構

造が明らかになっている。

なお、第13号方形周溝墓は南に続く第４次調査区

にまたがっており、周溝の続きが検出されている。
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第169図 方形周溝墓全体図 西区
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第170図 方形周溝墓全体図 東区
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第171図 第５号方形周溝墓
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第５号方形周溝墓（第171図）

西区二面の北端にあるＥ―19、Ｆ―19、Ｅ―20、

Ｆ―20グリッドに位置する。第６号方形周溝墓が南

西側に隣接して構築され、２基で群を成している。

遺構の形態は、４本の周溝で囲まれ、四隅が切れる

形態である。北の隅は第286号溝跡および第83号住

居跡に大きく壊され、東側でも中世の第４号溝跡に

大きく切られている。

全体の規模は、東西11.24ⅿ、南北11.06ⅿで、確

認面からの周溝の深さは、最も浅い東側の周溝で24

㎝、最も深い南側の周溝で47㎝である。各周溝の規

模は、北側周溝が、検出された範囲での長さで6.85

ⅿ、幅1.34ⅿ、深さ29㎝、東側周溝が、検出された

範囲での長さで6.15ⅿ、幅1.53ⅿ、深さ24㎝、南側

周溝が長さ7.73ⅿ、幅1.42ⅿ、深さ47㎝、西側周溝

が長さ7.67ⅿ、幅1.75ⅿ、深さ28㎝である。軸方向

は、Ｎ―27°―Ｅをとる。方台部の盛土や埋葬施設な

どは確認できなかった。周溝の方台部側の立ち上が

りが直線的との形態的特徴がみられる。

周溝では４本とも基本的に、地山土の粒子を含む

層と地山土ブロックを含む層という２層の堆積がみ

られる。自然堆積の後に人為的に埋め戻した可能性

が考えられる。

なお、調査当初は多くの遺構が重複していたため、

方形周溝墓と認識されず、各周溝には個別に溝番号

が付された。旧番号はＮ（SD392）、Ｅ（SD395）、Ｓ

（SD387）、Ｗ（SD374）である。

出土遺物は混入遺物も含め、全体で小破片のみが

100点ほどと少ない。出土量が最も多かったのは東側

の周溝で、図示できた遺物の多くを占めている。出

土遺物では、甕の破片が多いという特徴がみられる。

台付甕の口縁部や脚部が多い中で、１の櫛描波状文

の甕が東側の周溝から出土しており、注目される。

この甕は、外面を目の細かいハケで縦方向に調整し

た後、７本一単位の櫛を用いて波状文を３段施文し

ている。内面には粗い横ヘラミガキを施している。

２～７は台付甕、８は高 の脚部、９は壺の口縁部

である。

第172図 第５号方形周溝墓出土遺物

第51表 第５号方形周溝墓出土遺物観察表（第172図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 甕 ― ［13.1］ ― 破片 長石 石英 砂粒 普通 にぶい橙 Ｅ 157

2 土師器 甕 (14.6) ［4.4］ ― 口縁破片 砂粒 赤粒 普通 にぶい黄橙 Ｓ 157

3 土師器 甕 (18.2) ［5.9］ ― 破片 石英 砂粒 小礫 普通 にぶい橙 Ｅ 157

4 土師器 甕 ― ［3.0］ ― 破片 石英 砂粒 普通 にぶい褐 Ｗ 157

5 土師器 甕 ― ［4.9］ ― 破片 長石 石英 小礫 不良 にぶい褐 Ｅ 157

6 土師器 台付甕 ― ［4.3］ ― 破片 石英 白粒 普通 明赤褐 Ｅ 157

7 土師器 台付甕 ― ［5.0］ (6.0) 脚部破片 石英 普通 にぶい黄橙 Ｗ 157

8 土師器 高 ― ［2.0］ (14.3) 破片 長石 石英 砂粒 普通 にぶい橙 Ｅ

9 土師器 壺 ― ［2.3］ ― 破片 角 石英 砂粒 普通 にぶい灰 Ｎ 157
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第173図 第６号方形周溝墓（1)
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第６号方形周溝墓（第173・174図）

西区二面の北側にあるＥ―20、Ｆ―20、Ｅ―21、

Ｆ―21グリッドに位置する。第５号方形周溝墓の南

側に隣接して構築され、２基で群を構成している。

第５号方形周溝墓と同様、四隅が切れる形態で、４

本の周溝が検出された。二基の方形周溝墓を兼ねる

周溝はなく、周溝は各４本ずつで方形周溝墓として

は独立している。周溝は第５号方形周溝墓と比べて

全体的に浅く、明瞭ではない。方台部の盛土や主体

部は確認できなかった。中央部を第377号溝跡が横

断し、北側の周溝と南側の周溝を、第390号溝跡が北

側の周溝と西側の周溝の一部をそれぞれ切ってい

る。また、西側周溝の中央部では第336号土坑が周溝

を大きく壊して構築されている。

全体の規模は11.61ⅿ×11.07ⅿで、確認面からの

溝の深さは、最も浅い南側の周溝で14㎝、最も深い

西側の周溝で37㎝である。各周溝の規模は、北側周

溝が長さ7.96ⅿ、幅1.20ⅿ、深さ19㎝、東側周溝が

長さ7.11ⅿ、幅2.04ⅿ、深さ30㎝、南側周溝が長さ

8.66ⅿ、幅1.40ⅿ、深さ14㎝、西側周溝が長さ7.75

ⅿ、幅1.03ⅿ、深さ37㎝である。軸方向はＮ―29°―Ｅ

をとる。

本遺構に特徴的な施設として、東側の周溝の中で、

検出された溝中土坑がある。溝中土坑は、本来ある

べき周溝の幅からは外側にはみ出しており、周溝自

体が溝中土坑に合わせて広がっている。溝中土坑は、

周溝中の西寄りに、外側に寄せて、２基つくられて

いる。土坑の長軸は、周溝の向きに対して SK1は

20°、SK2は15°の傾きをもって構築されている。

SK1は周溝の中央やや西寄りに構築され、規模は

長軸125㎝、短軸77㎝の長楕円形で深さ36㎝である。

出土遺物は破片ばかりだが、新しい時期の遺物の混

入はみられず、五領期の甕、壺の破片が出土してい

る。甕の破片が多くを占めている。

SK2は、SK1の西側、周溝の西縁に構築され、規

模は長軸110㎝、短軸65㎝の隅丸長方形で、深さ64㎝

である。深くまっすぐ下へ掘り込まれている。SK1

と同様、新しい時期の遺物の混入は認められなかっ

た。出土遺物は小片が50余と少ないが、東海系の壺

の破片、台付甕の口縁部などが出土している。土坑

の覆土は４層に分けられ、壁が崩れて三角に堆積し

た後、炭化物と焼土を含む層が形成されている。そ

の上には地山土粒子を含む層が乗り、最終的には自

然堆積により埋まったと考えられる。

多くの遺構が重複していたため、調査当初は方形

周溝墓と認識できず、各周溝には個別の溝番号が付

第174図 第６号方形周溝墓（2)
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されていた。旧番号はＮ（SD401）、Ｅ（SD375）、Ｓ

（SD376）、Ｗ（SD403）である。

周溝からの出土遺物は少なく、小片がほとんどで

あった。東側の周溝では、他の周溝に比べて遺物が

多く出土しており、この東側の周溝から今回の調査

で唯一の完形土器となる器台が出土した。１の器台

は、外面および内面受部、脚部下端に赤彩を施し、

外面全面に縦方向のミガキの後に横方向に数条のミ

ガキを施している。脚部側面の孔は１ヶ所のみであ

る。２も器台とみられ、脚の孔が４方向にあけられ

ていたようである。３も器台の破片、４～６・９～11

は壺、７・８・12は甕である。11は東海系の壺の破

片で、胴部に施した２段の連弧文の下に列点文を施

している。13の礫は表面が平滑で擦痕がある。

第175図 第６号方形周溝墓出土遺物

第52表 第６号方形周溝墓出土遺物観察表（第175図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 器台 6.5 5.5 9.2 ほぼ完形 石英 砂粒 普通 明赤褐 Ｅ 赤彩

2 土師器 器台 ― ［4.6］ (8.2) 破片 石英 白粒 良好 にぶい橙 Ｎ 157

3 土師器 高 ― ［5.8］ ― 1/4 長石 砂粒 普通 橙 Ｅ 157

4 土師器 壺 (14.0) ［3.4］ ― 口縁破片 雲 石英 白粒 普通 にぶい褐 Ｅ内 SK2 157

5 土師器 壺 ― ［2.6］ (8.0) 底部破片 砂粒 小礫 普通 暗灰色 Ｅ 157

6 土師器 壺 ― ［3.0］ (8.0) 破片 石英 砂粒 赤粒 普通 橙 Ｗ 内面欠け 157

7 土師器 台付甕 (14.2) ［4.9］ ― 口縁破片 雲 石英 普通 にぶい褐 Ｅ内 SK2 157

8 土師器 台付甕 ― ［4.5］ ― 破片 石英 砂粒 普通 橙 Ｅ 157

9 土師器 壺 ― ［7.0］ ― 破片 雲 石英 砂粒 赤粒 小礫 普通 橙 Ｅ 157

10 土師器 壺 ― ［3.1］ ― 破片 石英 砂粒 赤粒 普通 灰黄褐 Ｅ 157

11 土師器 壺 ― ［8.8］ ― 破片 砂粒 不良 明赤褐 Ｅ 東海系 157

12 土師器 甕 ― ［6.2］ ― 破片 砂粒 普通 にぶい橙 Ｅ 157

13 石製品 石 幅10.5 長17.5 厚3.2 ほぼ完形 擦痕
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第７号方形周溝墓（第176図）

西区二面の南西隅にあるＥ―27、Ｆ―27グリッド

に位置する。西側2/3は調査区域外にあたり、調査区

域内では東側1/3が検出された。検出されたのは東

側と南側の２本の周溝の各一部で、方台部や主体部

は確認されなかった。南側の周溝と東側の周溝の一

部で第81号住居跡が重複しており、周溝の上部の一

部を切っている。また、第298号土坑が東側の周溝の

西端を切る。本遺構は、一隅が切れる形態の方形周

溝墓の可能性もあるが、付近にある第５・６号方形

周溝墓の存在や溝の形状が類似することから、四隅

が切れる形態である可能性が高い。

全体の規模は、現存値で5.12ⅿ×7.44ⅿである。

周溝の掘り込みは深くしっかりしており、溝の断面

形は逆台形を呈する。確認面からの深さは、東側の

周溝で52㎝、南側の溝で74㎝である。各周溝の規模

は、東側周溝が、検出された範囲での長さで3.86ⅿ、

幅1.06ⅿ、深さ52㎝、南側周溝が、検出された範囲

での長さで3.47ⅿ、幅1.34ⅿ、深さ74㎝である。軸

方向はＮ―40°―Ｗをとる。

覆土は地山土ブロックを含まない均質な土であ

り、堆積のあり方は第５号方形周溝墓や第６号方形

周溝墓にある土層と共通している。その堆積状況と

は、地山土の粒子を含む層と地山土ブロックを含む

層という２層の堆積であり、第２層付近まで自然堆

積で埋まった後に、人為的に埋め戻した可能性が考

えられる。

多くの遺構が重複していたため、調査当初は方形

第176図 第７号方形周溝墓

第177図 第７号方形周溝墓出土遺物

第53表 第７号方形周溝墓出土遺物観察表（第177図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 壺 ― ［3.0］ (13.4) 底部1/4 雲 長石 石英 砂粒 赤粒 白粒 普通 橙 Ｓ

2 土師器 壺 ― ［1.9］ (14.2) 底部破片 雲 石英 赤粒 小石 普通 橙 Ｓ

3 土師器 甕 ― ［1.3］ 5.5 底部のみ 雲 石英 赤粒 普通 にぶい赤褐 Ｅ 内面赤彩
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周溝墓と認識できず、各周溝には個別に溝番号が付

された。旧番号はＥ（SD368）、Ｓ（SD371）である。

出土遺物は極めて少なく、壺とみられる土器の底

部が３点出土した。３の底部の内面に赤彩が施され

ている。

第178図 第８号方形周溝墓

第54表 第８号方形周溝墓出土遺物観察表（第179図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 高 ― ［1.6］ (14.0) 破片 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙 Ｅ

第179図 第８号方形周溝墓出土遺物
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第８号方形周溝墓（第178図）

東区の北西にあるＩ―19、Ｊ―19、Ｉ―20、Ｊ―20

グリッドに位置する。南側15ⅿの地点には第９号方

形周溝墓が位置しているが、本遺構に隣接する方形

周溝墓はなく、単独で構築されている。

本遺構では周溝が４本検出されたが、いずれも浅

く、確認された覆土は１層のみであった。方台部の

中央および周溝の一部を中世の第270号溝跡、第155

号井戸跡に大きく壊されている。また、北隅は第302

号溝跡、第304号溝跡に切られている。遺構の形態は

四隅が切れるタイプで、方台部の盛土や主体部など

は確認できなかった。

全体の規模は10.00ⅿ×9.70ⅿで、ほぼ正方形を

呈している。確認面からの周溝の深さはいずれも浅

く、本来の周溝の上半部は後世に大きく削平され、

底面付近のみが確認された状況である。深さは、最

も深い北側の周溝で28㎝、最も浅い周溝で14㎝であ

る。各周溝の規模は、北側周溝が長さ6.83ⅿ、幅1.00

ⅿ、深さ28㎝、東側周溝は検出された範囲での長さ

6.15ⅿ、幅0.80ⅿ、深さ14㎝、南側周溝は検出され

た範囲での長さが5.54ⅿ、幅0.90ⅿ、深さ24㎝、西

側周溝は検出された範囲での長さが6.05ⅿ、幅0.86

ⅿ、深さ18㎝である。軸方向は、Ｎ―58°―Ｅをとる。

第５号方形周溝墓、第６号方形周溝墓とは軸方向を

わずかに違えるが、南側へ15ⅿの位置に構築された

第９号方形周溝墓とは軸方向がほぼ同じである。

多くの遺構が重複していたため、調査当初は方形

周溝墓と認識できず、各周溝には個別の溝番号が付

された。旧番号はＮ（SD307）、Ｅ（SD303）、Ｓ

（SD319）、Ｗ（SD311）である。

出土遺物は極めて少なく、破片のみであった。図

示できたものは、高 の脚部の破片が１点だけであ

る。

第９号方形周溝墓（第180図）

東区中央部にあるＪ―22、Ｋ―22、Ｊ―23、Ｋ―23

グリッドに位置する。西側周溝を第98号住居跡が、

南側周溝を第93号住居跡および第468号土坑、第５

号円形周溝状遺構が壊しているほか、第320号溝跡

が方台部を縦断し、北側の周溝と南側の周溝を切っ

ている。また、第456号土坑が北側周溝の一部を切っ

ている。

周溝は４本検出され、四隅が切れる形態である。

北西―南東方向にやや長い長方形で、全体の規模は

9.70ⅿ×7.92ⅿ、北西―南東方向に長い長方形を呈

する。周溝の掘り込みは深くしっかりしている。周

溝の深さは、最も浅い南側周溝でも51㎝、最も深い

北側周溝で98㎝であった。各周溝の規模は、北側周

溝が長さ5.62ⅿ、幅1.25ⅿ、深さ98㎝、東側周溝が

長さ5.44ⅿ、幅1.08ⅿ、深さ63㎝、南側周溝が長さ

5.80ⅿ、幅1.23ⅿ、深さ51㎝、西側周溝が長さ5.78

ⅿ、幅1.24ⅿ、深さ88㎝である。軸方向はＮ―41°―Ｗ

をとる。この軸方向は、西区の第５号方形周溝墓や

第６号方形周溝墓とは向きがややずれるが、北側15

ⅿに位置する第８号方形周溝墓とほぼ同じ方向を

取っている。方台部の盛土および主体部は確認でき

なかった。

周溝の形状の特徴として、南側の溝では、両端が

やや凹む形状を呈していた。これに対し、東側周溝

および北側周溝では中央部が深め、端部がやや浅め

の形状を呈する。また、西側周溝の断面で顕著にみ

られるように、周溝の掘り込みは、方台部側が急角

度で丁寧に掘削され、外側がやや緩やかな角度を呈

していることがわかる。

出土遺物は極めて少なく、図示できたのは壺また

は甕の底部１点のみである。この底部破片は西側周

溝の中央部付近から出土した。外面に縦方向のハケ

調整がみられる。

なお、本遺構では、遺構埋没当時の植生復元を目

的として、４本の各周溝の断面の最下層から土壌サ

ンプルを採取し、委託により花粉分析をおこなった。

その結果、覆土からは花粉がほとんど検出されず、

覆土が堆積した時には、花粉などの有機物が分解さ

れやすい乾燥した環境もしくは乾湿を繰り返す堆積
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環境であったことが推定された。分析の詳細につい

てはⅧ章―１に掲載した。

第180図 第９号方形周溝墓

第55表 第９号方形周溝墓出土遺物観察表（第181図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 壺 ― ［2.7］ 7.3 底部のみ 角 長石 石英 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい黄橙 Ｗ

第181図 第９号方形周溝墓出土遺物
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第13号方形周溝墓（第182図）

東区の南東隅にあたるＮ―26グリッドに位置し

ている。周溝の南東の一部を中世の第281号井戸跡

に、北側の縁の一部を第558号土坑に壊されている。

東側と南側の大半は調査区域外に位置して、検出さ

れたのは周溝の北西隅の一部のみである。

平成15年度に発掘調査がおこなわれた第４次調

査区が南に隣接しており、本遺構の南側の続きとみ

られる溝が見つかっているが、両調査区での成果を

合わせても、全貌は明らかにされていない。調査当

初は遺構の種類の判断が難しく、第105号住居跡と

して調査を進めたが、遺物がほとんど出土しない点、

溝の外側の立ち上がりが緩やかである点、覆土に住

居跡にみられるような焼土粒子や炭化物が全く検出

されない点、数少ない出土遺物の時期から、方形周

溝墓の可能性が高いと判断された。

検出された範囲での規模は5.30ⅿ×2.52ⅿで、深

さは37㎝程度と浅い。周溝の方台部側の立ち上がり

は確認されなかったが、外側の立ち上がりはやや緩

やかであった。推定される軸方向はＮ―40°―Ｗであ

る。覆土は均質で、混入土や他の土粒子などはあま

りみられなかった。

出土遺物はほとんどみられなかった。１は、遺構

に帰属するとみられる壺の底部破片で、内面にハケ

調整がみられる。

なお、調査時に第105号住居跡とした遺構番号は

整理の段階で振り替え、第105号住居跡は欠番とし

た。

第182図 第13号方形周溝墓

第56表 第13号方形周溝墓出土遺物観察表（第183図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 甕 ― ［2.5］ (8.1) 底部破片 石英 砂粒 不良 浅黄橙

第183図 第13号方形周溝墓出土遺物
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第184図 住居跡全体図 西区
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第185図 住居跡全体図 東区
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２．住居跡
第３次調査では、住居跡が37軒、建て替え・拡張

を含めると41軒検出されている。住居跡の時期は古

墳時代中期から平安時代にまでおよぶ。全体的な住

居跡の分布は、西区では北西、中央西寄り、南西、

東区では北寄り、中央に偏りがみられる。

各時期の検出軒数は、古墳時代中期の住居跡が１

軒、古墳時代後期の住居跡が７軒、古墳時代末の住

居跡が４軒、奈良時代の住居跡が９軒、平安時代の

住居跡が７軒である。９軒は遺物もなく、時期不明

であった。各時期における住居跡の分布や特徴を概

観する。

古墳時代中期の住居跡は１軒のみで、西区最南端

で検出された。この時期の遺構が検出されたのは今

回の調査が初めてである。平成15年度の第４次調査

でも住居跡が検出されてはいるが、密度は薄く、分

布もまばらである。第３次調査で確認された第89号

住居跡では、この地域に導入された初期の頃のもの

とみられるカマドが検出された。

古墳時代後期の住居跡は、調査区の西寄りおよび

北寄りで確認された。特に北側で検出された数軒の

住居跡は、北側の第２次調査の調査区で確認された

該期の集落の南端に相当すると考えられる。調査区

の東側の縁で住居跡が２軒みつかっていることか

ら、住居群が西側へさらに展開している可能性がう

かがえる。該期の住居跡は南側の第４次調査の調査

区内でも数多く検出されている。該期の住居跡の分

布が濃い第２次調査と第４次調査に挟まれた今回の

調査区での分布は希薄で、南北に形成されていた集

落域が切れる中間地帯とみられる。古墳時代後期に

帰属するとした住居跡のなかでも、いわゆる飛鳥時

代に営まれたと考えられる住居跡が３軒ほど検出さ

れている。カマドを設ける方角は北西、南東、西、

北と様々で、住居跡の軸方向は北西を向くものと北

を向くものの二者がみられる。規模は概ね3.8ⅿ×

3.2ⅿを基本とするが、第88号住居跡のように一辺

が6.8ⅿある大型の住居跡もみられる。カマドの煙

道部は長い。

奈良時代の住居跡は、西区の中央付近と南西隅、

東区の北側と中央付近で確認された。平均的な規模

は一辺が3.5ⅿだが、中には第85号住居跡や第80号

住居跡のように一辺が5.0～5.5ⅿにおよぶ大型の

住居跡も検出された。大型の住居跡では建て替えや

拡張がおこなわれた痕跡が確認されている。カマド

の煙道部は短めにつくられ、北西辺または北辺のど

ちらかに設置されている。主軸方向は、ほぼ北方に

とる住居跡が９軒、北西方向にとる住居跡が２軒で、

北方向にとる住居跡が主流となる。

平安時代になると、住居跡は調査区の東側に偏っ

た分布を示すようになり、確実に平安時代のものと

みられる住居跡は、西区では検出されていない。住

居跡は全てほぼ南北および東西に軸方向をとるよう

になる。カマドは北辺、東辺、西辺など南辺以外の

各辺に設置されたものがみられる。

なお、第105号住居跡は、発掘調査時は住居跡とさ

れたが、整理の過程で方形周溝墓の一部であると判

断し、第13号方形周溝墓に変更した。第105号住居跡

は欠番とした。

以下に、遺構番号順に各住居跡の調査内容につい

て報告する。

第68号住居跡（第186図）

東区の北東にあるＬ―17、Ｌ―18、Ｍ―17グリッ

ドに位置する。南西隅を第288号溝跡に切られ、カマ

ドの北東を第240号土坑に壊されている。平面形は

南北に長い長方形で、規模は5.00ⅿ×2.92ⅿであ

る。遺構確認面からの床面の深さは5.6㎝と浅く、覆

土の１層は貼床である。カマドは焼けた底面の痕跡

のみが検出された。カマドは西壁に設けられている。

主軸方向はＮ―88°―Ｗと、ほぼ90°西に向いており、

南北方向を意識して構築したと考えられる。

住居の上屋を支えたことが明らかな柱穴はない

が、住居内跡に２基ずつで南北に対となって存在す
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る柱穴、カマドの東に２基並んでみられる小柱穴が、

住居の上部構造と関連する可能性がある。

残っていたカマドの焼けた底面の範囲は、長軸35

㎝、短軸21㎝で、床面と同じ高さで検出され、掘り

込みとしては確認できなかった。

出土遺物は極めて少なく、図示できたものは第

187図のとおりである。

第69号住居跡（第188図）

東区の北端中央Ｋ―17、Ｋ―18グリッドに位置す

る。北側1/3は調査のための排水溝に壊されていた。

西半分は第220号溝跡に大きく壊されている。また

北端では第265号土坑が住居跡を切っている。周囲

に第70号住居跡の一部が、東側に第76号住居跡の一

部が重複して検出されており、第69号住居跡はこれ

らの住居跡を壊して構築されている、最も新しい遺

構である。

平面形は南北に長い長方形とみられ、規模は東西

2.18ⅿ、南北は検出された範囲で1.72ⅿである。遺

構確認面からの床面の深さは14㎝と浅く、覆土の残

存状態は良くない。主軸方向はＮ―26°―Ｗをとる。

カマドが設けられていたとすれば北カマドであった

可能性が高い。住居跡に伴う柱穴は検出されなかっ

た。

出土遺物は少なく、図示できたのは１の須恵器の

第186図 第68号住居跡

第57表 第68号住居跡出土遺物観察表（第187図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 ― ［1.6］ (6.0) 破片 褐粒 良好 灰白 南比企産

2 須恵器 高台付 ― ［1.2］ (7.0) 破片 白粒 良好 灰 末野産

3 土師器 ― ［1.7］ (5.2) 破片 長石 砂粒 白粒 橙粒 普通 にぶい橙 末野産

4 土師器 甕 (13.0)［10.4］ ― 1/4 石英 赤粒 白粒 小礫 良好 にぶい黄橙

第187図 第68号住居跡出土遺物
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蓋１点のみである。

第70号住居跡（第190図）

東区の北端中央にあるＪ―17、Ｊ―18、Ｋ―17、

Ｋ―18グリッドに位置する。検出されたのは、南側

と東西の一部で、北側は調査のための排水溝に壊さ

れていた。また、遺構の大半は第69号住居跡と第220

号溝跡に壊されている。第76号住居跡が東側で、第

71号住居跡が西側で検出されているが、これらを壊

して第70号住居跡がつくられている。

平面形は南北に長い長方形で、規模は東西3.86

ⅿ、南北は検出された範囲で3.25ⅿである。遺構確

認面からの床面の深さは14㎝と浅い。主軸方向はＮ

―５°―Ｗをとり、南北方向を意識して構築されてい

る。カマドは西壁か北壁に設けられていた可能性が

あるが、検出されなかった。

ピットはＰ1、Ｐ3～Ｐ7、Ｐ9の７基を検出したが、

配置が不規則であるため、住居跡に伴う柱穴と判断

できなかった。上屋の構造は不明である。確認面か

らのピットの深さはＰ1から順に、12㎝、8.5㎝、11

㎝、25㎝、14㎝、17㎝、13.4㎝である。

第188図 第69号住居跡

第58表 第69号住居跡出土遺物観察表（第189図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 蓋 ― ［2.1］ ― 破片 白粒 橙粒 良好 灰 南比企産

第189図 第69号住居跡出土遺物
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第190図 第70号住居跡

第191図 第70号住居跡出土遺物

第59表 第70号住居跡出土遺物観察表（第191図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 高台付 (14.6) 4.3 (11.4) 1/4 長石 砂粒 良好 灰 群馬産（秋間）

2 須恵器 壺 ― ［3.6］ ― 破片 砂粒 白粒 褐粒 良好 にぶい橙 末野産 断面：灰色

3 須恵器 蓋 (7.0) ［1.1］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

4 土師器 甕 ― ［4.3］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい橙

5 灰釉陶器 壺 (7.5) ［3.3］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰白 216
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出土遺物は少なく、須恵器、土師器の小破片が60

点ほどあったが、図示できたのは第191図のとおり

である。

第71号住居跡（第192図）

東区の北端中央付近にあるＪ―17、Ｊ―18グリッ

ドに位置する。検出されたのは南側1/3ほどで、北側

は、調査のための排水溝に大きく壊されている。こ

のほか、東側は第70号住居跡に切られ、南側の一部

を第163号井戸跡に壊されている。また、西側では古

墳時代の第304号溝跡を切っている。

平面形は長方形か方形で、確認された範囲での規

模は東西3.42ⅿ、南北1.65ⅿである。遺構確認面か

らの床面の深さは12㎝と浅く、確認された覆土は１

層のみである。主軸方向はＮ―17°―Ｗをとる。

確認された範囲では、カマドは確認できなかった。

ピットはＰ1～Ｐ3までが確認された。Ｐ1とＰ2ある

いはＰ3が住居跡の柱穴の可能性があるが、いずれも

浅いため、補助柱穴の可能性も考えられる。確認面

からのピットの深さはＰ1から順に15㎝、25㎝、11㎝

である。周溝は検出されていない。

出土遺物は、須恵器、土師器の小破片が80点ほど

あった。図示できたものは第193図のとおりである。

第192図 第71号住居跡

第60表 第71号住居跡出土遺物観察表（第193図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 (13.0) ［3.9］ ― 破片 白粒 黒粒 褐粒 良好 にぶい黄橙 南比企産

2 須恵器 (6.9) ― ― 破片 長石 砂粒 針 良好 灰 南比企産

3 須恵器 ― ［1.0］ 9.8 破片 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

4 須恵器 蓋 (13.6) ［1.8］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

第193図 第71号住居跡出土遺物
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３は、底部周辺ヘラケズリの須恵器の である。

第72号住居跡（第194図）

東区北側にあるＪ―18、Ｊ―19グリッドに位置す

る。第304号溝跡、第130号溝跡、第321号溝跡を切っ

ている。

平面形は南北方向にやや長い長方形で、規模は南

北3.90ⅿ、東西3.21ⅿである。遺構確認面からの床

面の深さは４㎝と極めて浅く、掘り方近くの検出と

なった。主軸方向はＳ―87°―Ｗをとり、第68号住居

跡や第70号住居跡と同様に、南北軸を意識して建て

たことがうかがえる。

住居跡内部では、カマドとピット６基が検出され

た。カマドは西壁の中央やや北寄りに設けられてい

る。燃焼部の掘り込みが検出されたが、袖は確認さ

第194図 第72号住居跡

第61表 第72号住居跡出土遺物観察表（第195図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 壺 ― ［2.8］ 10.4 破片 石英 砂粒 赤粒 普通 黒褐 内面：にぶい橙

第195図 第72号住居跡出土遺物
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れなかった。現存規模は長軸76㎝、短軸46㎝、深さ

９㎝である。カマドの遺存状態は悪く、周辺で焼土

粒子をわずかに混入する土が確認されたのみで、カ

マドの明確な構造は確認されなかった。

ピットはＰ1～Ｐ6が検出された。確認面からの

ピットの深さは、Ｐ1から順に14㎝、10㎝、９㎝、13

㎝、７㎝、22㎝である。浅いピットも多く、いずれ

も配置が不規則で、住居の上屋との関係は不明であ

る。また、周溝も確認されなかった。

出土遺物は小破片ばかりが20点程度で極めて少

なく、遺構に伴うものを判別するのは困難であった。

図示できたのは、底径が10.4㎝ある土師器の底部で

ある。遺物は混入の可能性もある。

住居跡の主軸方向や住居内施設の特徴にみられる

類似点から、第68号住居跡と近い時期に営まれた住

居跡である可能性が考えられる。

第73号住居跡（第196図）

東区の北側にあるＩ―19、Ｊ―19グリッドに位置

する。検出されたのはカマドの痕跡のみで、住居跡

の掘り込みやピットなどは確認できなかった。北側

では第301号溝跡を切っている。カマドは北か南向

きであったと考えられる。

カマドの規模は南北93㎝、東西68㎝で、遺構確認

面からの深さは８㎝である。覆土の第２層に焼土粒

子、第３層に炭化物の堆積がみられる。主軸方向は

Ｎ―14°―Ｗをとる。

出土遺物は、土師器の甕を含む土器小片が５点の

みで、図示できるものはなかった。

第74号住居跡（第197図）

東区の北側にあるＫ―18グリッドに位置する。カ

マドの脇から住居跡の南側にかけて、北西―南東方

向に第127・283号溝跡が大きく住居跡を切っている

ほか、第296号溝跡が南北方向に縦断して住居跡を

切っている。また、南東隅では第227号土坑が住居跡

を切っている。このように多くの遺構に切られてい

るため、遺構に伴う覆土の遺存状態は悪い。

平面形は北東―南西方向に長い長方形で、規模は

北東―南西が4.08ⅿ、北西―南東が2.89ⅿである。

遺構確認面からの床面の深さは19㎝、確認された覆

土は１層である。主軸方向はＮ―41°―Ｗをとる。

住居跡内部ではカマドとピット、周溝が確認され

た。カマドは北西壁の中央やや西寄りにつくられ、

規模は長軸105㎝、短軸52㎝、深さが11㎝である。煙

道部は長く、右の袖は後世の溝によって壊されてい

たが、左の袖には口縁部を下にして埋め込まれた土

師器の甕が残っていた。甕の口縁部が置かれたのは

床面直上である。覆土は、第６層が炭化物ブロック

を多量に含む。第９層が焼土を多量に含むものの、

掘り方とみられることから、使用面は６層の下面と

推定される。

ピットはＰ1～Ｐ3の３基を確認したが、配置が不

規則であり、上屋の復元は難しい。ピットの深さは

Ｐ1から順に、42㎝、13㎝、20㎝である。周溝は、住

居跡の西側半分のみで検出された。

出土遺物は、カマドの袖から出土した土師器の甕

一個体のほかに、主に土師器の甕の小破片、須恵器

第196図 第73号住居跡
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第197図 第74号住居跡・カマド遺物出土状況
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の小破片が合わせて20点あるが、全体的に少ない。

２のような小型の砥石も１点出土している。

第75号住居跡（第200図）

東区の北側にあるＪ―18、Ｋ―18グリッドに位置

する。南側では第77号住居跡が重複しており、第77

号住居跡を切って構築されている。また、北側の縁

を第70号住居跡に大きく壊され、西側では第220号

溝跡が、中央では第229号土坑および第268号土坑が

本遺構を壊して構築されている。さらに、南壁の西

寄りでは、第78号住居跡のカマドが住居中央から南

にかけて切って、第33号掘立柱建物跡が本遺構を

切って構築されている。

平面形はやや台形で、規模は東西4.98ⅿ、南北

4.33ⅿである。遺構確認面からの床面の深さは５㎝

と極めて浅く、確認された覆土は１層のみである。

主軸方向はＮ―２°―Ｗで、南北方向を意識して構築

していると考えられる。

住居跡内では、住居跡に伴う可能性のあるピット

Ｐ2、Ｐ3、Ｐ4、Ｐ7、Ｐ8、Ｐ10の６基を検出した。

ピットの深さは、Ｐ2から順に７㎝、14㎝、17㎝、12

㎝、76㎝、13㎝である。柱材が出土したＰ8だけは深

いが、そのほかのピットはいずれも浅く、配置も不

規則なため、柱穴を特定し、上屋の構造を推定する

のは困難である。

カマドは検出されなかったが、設けられていたと

すれば北壁か西壁にあったと推定される。周溝も確

認されていない。

出土遺物は、須恵器、土師器の小破片が70点ほど

あった。このほかにも、鉄製品が１点、ピットから

は柱材が１点出土している。土器の破片では土師器

の甕のものが多い。図示できた遺物は少ないが、第

199図に示したとおりである。２は全面回転ヘラケズ

リの の底部である。６はＰ8に遺存していた柱材で

ある。５は棒状の鉄製品で、刀子の茎の可能性があ

る。

第62表 第74号住居跡出土遺物観察表（第198図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 甕 20.8 ［16.5］ ― 1/4 雲 長石 砂粒 普通 褐灰 158

2 石製品 砥石 幅2.1 長［4.0］ 厚［1.6］一部欠損 220

第198図 第74号住居跡出土遺物

第199図 第75号住居跡出土遺物
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第200図 第75・77号住居跡

第63表 第75号住居跡出土遺物観察表（第199図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 (8.5) ［3.5］ ― 破片 長石 褐粒 普通 黄灰 末野産

2 須恵器 ― ［1.0］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰黄 Ｐ8 南比企産

3 土師器 (13.8) ［2.3］ 破片 長石 砂粒 普通 にぶい橙

4 土師器 甕 ― (3.0) (5.6) 底部破片 砂粒 赤粒 白粒 黒粒 普通 褐灰

5 鉄製品 棒状品 幅0.8 長［2.8］ 厚0.25 刀子茎か？ 222

6 木製品 柱 幅15.3長［44.4］厚［8.4］ Ｐ8
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第76号住居跡（第201図）

東区北端の中央付近にあるＫ―17、Ｋ―18グリッ

ドに位置する。北側は調査のための排水溝に、西側

の大半を第69号住居跡、第70号住居跡に壊され、検

出されたのは東壁の一部のみである。

平面形は不明で、検出された範囲での規模は南北

1.63ⅿ、東西0.70ⅿである。遺構確認面からの床面

の深さは11㎝で、確認できた覆土は１層である。壁

の立ち上がりの向きから、軸方向はほぼＮ―10°―Ｅ

をとっていたとみられる。カマドやピットは検出さ

れなかった。

出土遺物は、須恵器の 、土師器の甕の小破片が

10点程度で、図示できるものはなかった。

第77号住居跡（第200図）

東区の北端中央付近にあるＫ―18グリッドに位

置する。北側の大半を第75号住居跡に壊され、検出

されたのは南側の極一部のみである。

平面形は方形か長方形で、規模は東西3.34ⅿ、検

出された範囲での南北は0.72ⅿである。遺構と確認

できたのは周溝が方形に巡っていたことからで、周

溝の深さは7.5㎝であった。覆土を確認できたのは

周溝のみである。主軸方向はＮ―２°―Ｗをとり、南

北方向を意識して建てられている。

カマドやピットは確認されなかったが、周溝は、

検出された範囲では切れることなく巡っていた。

出土遺物は、須恵器の小破片が１点のみで、図示

できるものはなかった。

第78号住居跡（第202図）

東区の北側中央付近にあるＪ―18、Ｋ―18グリッ

ドに位置する。検出したのはカマドのみである。カ

マドは北東で第268号土坑に壊されている。また、北

側半分では第75号住居跡を切っている。

カマドの規模は、長さが現状で1.16ⅿ、幅は0.50

ⅿである。遺構確認面からの深さは26㎝ある。検出

された掘り込みの構造から、北西方向が煙道部と考

えられる。この場合、住居跡の主軸方向はＮ―55°

―Ｅをとっていたと考えられる。覆土は、最下層の

炭化物層（第５層）の上に焼土粒子を多量に含む層

（第３層）の堆積が確認された。

出土遺物は、須恵器、土師器の小破片が６点ほど

あったが、図示できるものはなかった。第202図 第78号住居跡カマド

第201図 第76号住居跡

― ―240



第79号住居跡（第203図）

東区の北東付近にあるＩ―18グリッドに位置す

る。他の遺構との重複が多い中で、比較的全体がよ

く検出された住居跡で、東隅を第324号溝跡に、南隅

を第130号溝跡に、住居跡内中央を第254号土坑に切

られている。第336号溝跡は、住居跡の南壁と平行し

て設けられていることから、本遺構に関連する施設

の可能性が考えられる。

平面形は東西方向にやや長い隅丸方形で、規模は

東西3.10ⅿ、南北2.90ⅿである。確認面からの深さ

は３㎝と極めて浅く、ほぼ床面で検出されている。

確認された覆土は１層である。主軸方向はＮ―12°

―Ｗをとる。

カマドは東壁のほぼ中央に設けられている。確認

面が浅く、カマドは燃焼部の底面近くだけが検出さ

れた。このため、特に焼土粒子を多く含む覆土は確

認されず、住居跡の覆土と同一の土がみられた。規

模は長さ75㎝、幅52㎝で、深さは10.8㎝である。

ピットはＰ1～Ｐ5の５基を確認した。Ｐ1、Ｐ2、

Ｐ3、Ｐ4またはＰ5で上屋を支えていた可能性があ

る。ピットの深さはＰ1から順に26㎝、10㎝、６㎝、

24㎝、21㎝である。周溝は検出されなかった。

出土遺物は須恵器の 、土師器の甕、 の小破片

など60点ほどで、図示できたものは第204図に示し

た。
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第203図 第79号住居跡

第64表 第79号住居跡出土遺物観察表（第204図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 (12.4) ［3.4］ ― 破片 砂粒 赤粒 良好 黄灰 南比企産

2 須恵器 ― ［0.5］ 7.0 破片 長石 針 良好 灰 南比企産

3 土師器 (6.0) ［1.4］ ― 破片 砂粒 良好 にぶい赤褐

第204図 第79号住居跡出土遺物



第80ａ号住居跡（第205・206図）

東区の中央付近にあるＫ―21、Ｌ―21グリッドに

位置する。第80号住居跡は、拡張と建て替えが一回

ずつおこなわれており、第80ａ号住居跡は、このう

ちの最も新しい住居跡である。住居跡の中央を第

342号溝跡が東西方向に縦断して切っており、北側の

一部が第325号溝跡に壊されている。

平面形は北西―南東方向に長い隅丸長方形で、規

第205図 第80ａ号住居跡
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模は長軸5.62ⅿ、短軸4.81ⅿである。確認面からの

床面の深さは25㎝である。建て替え前の第80ｂ号住

居跡の床面から厚さ約10㎝の貼床をして構築され

ている。主軸方向はＮ―32°―Ｗをとる。

カマドは、北壁の中央やや東寄りに設けられてい

る。規模は長さ60㎝、袖を含めた幅115㎝、袖を除い

た幅49㎝である。確認面からの深さは22㎝である。

両袖では、土師器の甕が口縁部を下に向けて設置し

た状態で検出された。

ピットはＰ1～Ｐ4の４基を検出した。いずれも柱

痕がみられ、４本の主柱穴で上屋を支えていたよう

である。Ｐ1、Ｐ4の２本は建て替え前の柱穴と同じ

位置にある。Ｐ2、Ｐ3では新たに柱を立てている。

Ｐ4では柱痕とみられる５層の底面で、柱を支えるた

めに据えられた板と考えられる炭化木材が出土し

た。Ｐ5、Ｐ6は第80ｂ号住居跡の床面で確認された

もので、埋め戻した痕跡があることから、建て替え

前の第80ｂ・ｃ号住居跡の柱穴と判断された。

出土遺物は、80ａ、80ｂ、80ｃ号住居跡に分けて

取り上げることが困難であったため、３軒分をまと

めて、出土状況を第208図、遺物を第209・210図に示

した。遺物総量は、図示したもの以外に須恵器の ・

甕の小破片が20点ほど、土師器の甕・ など小破片

が750点出土した。出土遺物は特にカマドの左右に

集中しており、カマドの右側の遺物は高めの位置、

カマドの左側の遺物は低めの位置で出土している。

第80ａ号住居跡のカマドはやや東寄り、第80ｂ号住

居跡のカマドはやや西寄りに設置されており、カマ

ドの右側の遺物のなかには第80ａ号住居跡に伴う

遺物が、カマドの左側の遺物のなかには第80ｂ号住

居跡に伴う遺物が多い可能性が考えられる。出土遺

物の帰属を各住居に明確に分けることはできない

が、第80ａ号跡が第80ｂ・ｃ号の床から約10㎝床を

貼っており、遺物の出土高から、10、13、23、20、

12が第80ａ号住居跡に伴う可能性もある。

第80ｂ・80ｃ号住居跡（第207図）

東区の中央付近にあるＫ―21、Ｌ―21グリッドに

位置する。第80ｃ号住居跡が最初に構築され、これ

を拡張して第80ｂ号住居跡が構築された。80ａ号住

居跡はその後の建て替えで構築された住居である。

遺構の上半部を第80ａ号住居跡に切られているほ

か、第342号溝跡が中央部を東西方向に横断して住

居跡を切っている。また、カマド付近では第325号溝

跡がカマドを壊している。

第80ｃ号住居跡の平面形は隅丸長方形で、規模は

長軸4.94ⅿ、短軸4.17ⅿである。確認面からの深さ

は不明だが、第80ｂ号住居跡と同じであったとすれ

ば21㎝である。主軸方向はＮ―30°―Ｗをとる。覆土

が確認できたのは東側の周溝のみで、周溝は深さ12

㎝、幅約38㎝で全周していたとみられる。

拡張後の第80ｂ号住居跡の平面形は隅丸方形で、

規模は長軸が4.94ⅿ、短軸が4.42ⅿである。確認面

からの床面の深さは21㎝だが、確認された覆土の土

層は１枚（第３層）のみである。周溝は、幅約36㎝

で、北隅の周辺を除いてほぼ全周している。

カマド、柱穴、貯蔵穴は第80ｂ・80ｃ号住居跡で

共通していたと考えられる。カマドは北西辺のやや

西寄りに設けられていたことが、覆土に焼土粒子を

第206図 第80ａ号住居跡カマド遺物出土状況
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第207図 第80ｂ・80ｃ号住居跡
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多く含む状況から確認されたが、形の確認はできな

かった。確認された範囲での規模は、長さ34㎝、幅

36㎝、深さ13㎝である。

ピットはＰ1、Ｐ4、Ｐ5、Ｐ6の４基が検出された。

Ｐ1とＰ4の２基は、建て替え後の第80ａ号住居跡で

も使われている。ピットの深さは、Ｐ1から順に81㎝、

63㎝、20.5㎝、31㎝である。Ｐ5、Ｐ6はＰ1～Ｐ4と

比べて浅く、この後に構築される第80ａ号住居跡の

柱穴は全て60㎝以上と深い。このことから、共通す

る主柱穴であるＰ1とＰ4は、第80ｂ号住居跡までは

Ｐ5やＰ6と同様に深さ20～30㎝ほどであったもの

が、第80ａ号住居跡を構築する際に深く掘り直して

柱を据え直した可能性が考えられる。

貯蔵穴は北東隅に設けられている。規模は長軸が

54㎝、短軸が40㎝の楕円形で、深さは11㎝である。

出土遺物は、80ａ、80ｂ、80ｃ号住居跡の各住居

跡に分けることができなかったため、３軒分をまと

めて遺物出土状況を第208図に、遺物を第209・210図

に示した。遺物総量は、第80ａ号住居跡の項目で記

載したとおりである。床面が、建て替え後の第80ａ

号跡よりも低いため、推測の域を出ないが、遺物の

出土した高さから、２、７、22、26、28が第80ｂ号

住居跡に伴う可能性があると考えられる。

第208図 第80ａ･80ｂ･80ｃ号住居跡遺物出土状況
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第209図 第80号住居跡出土遺物（1)
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第81号住居跡（第211図）

西区二面の南西隅にあるＥ―27、Ｆ―27グリッド

に位置する。西隅を調査のための排水溝に壊されて

いる。南東部分では第346号溝跡、第369号溝跡を

切っているが、上面で遺構の南東壁が確認できずに

溝跡と一緒に掘り進めたため、南東部は住居跡の形

および周溝を確認することができなかった。遺構は

このほか、第７号方形周溝墓の南側周溝と東側周溝

の上層を切っている。

平面形は方形で、規模は長軸が推定3.96ⅿ、短軸

が3.80ⅿである。確認面からの床面の深さは14㎝と

浅く、確認された覆土は１層である。第２層と第３

層は掘り方の埋土である。主軸方向はＮ―67°―Ｗを

とる。

カマドは北西壁のやや南西寄りに設けられてい

る。袖は痕跡がわずかに検出されただけで、確認さ

れたのは燃焼部の掘り込みである。断面から、第７

層の上面が燃焼面で、燃焼部の奥にあたる炭化物の

薄い層（第４層）が遺存していることがわかる。カ

マドの規模は、長さ76㎝、幅76㎝で、深さは12㎝で

第210図 第80号住居跡出土遺物（2)

第65表 第80ａ・80ｂ・80ｃ号住居跡出土遺物観察表（第209・210図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 11.6 3.2 ― ほぼ完形 雲 白粒 黒粒 普通 橙 158

2 土師器 12.4 3.7 ― ほぼ完形 雲 長石 白粒 黒粒 普通 明赤褐 158

3 土師器 11.5 3.6 ― ほぼ完形 雲 角 赤粒 黒粒 普通 にぶい褐 内面一部赤彩部分あり 158

4 土師器 12.0 3.6 ― 1/2 砂粒 赤粒 黒粒 普通 にぶい橙 内面赤彩 158

5 土師器 (12.0) (2.8) ― 1/4 角 長石 黒粒 褐粒 不良 にぶい黄橙

6 土師器 (12.0) 3.1 ― 1/5 長石 砂粒 黒粒 不良 橙 北武蔵型

7 土師器 (12.1) ［2.9］ ― 破片 雲 白粒 黒粒 不良 にぶい橙 北武蔵型

8 土師器 11.0 3.0 ― 1/4 角 砂粒 白粒 良好 橙 北武蔵型

9 土師器 10.9 (2.5) ― 1/4 角 赤粒 黒粒 普通 橙 北武蔵型

10 土師器 (11.9) ［2.7］ ― 破片 角 黒粒 褐粒 普通 にぶい黄橙 有段口縁

11 土師器 皿 (18.0) (2.1) ― 破片 雲 角 砂粒 赤粒 普通 褐灰

12 土師器 皿 (18.2) ［2.9］ ― 1/4 砂粒 白粒 普通 黒 内面：にぶい橙

13 土師器 (16.0) ［3.0］ ― 口縁1/5 雲 角 赤粒 白粒 黒粒 普通 黒褐

14 須恵器 ― ［1.8］ (7.0) 破片 白粒 良好 灰 南比企産

15 土師器 甕 (20.0)［11.5］ ― 破片 雲 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい赤褐

16 土師器 甕 (19.0) ［6.6］ ― 口縁1/3 雲 長石 赤粒 褐粒 普通 にぶい橙

17 土師器 甕 (20.0) ［7.1］ ― 口縁1/4 片 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい黄橙 カマド

18 土師器 甕 (20.8) ［1.8］ ― 破片 雲 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙

19 土師器 甕 (22.3)［10.0］ ― 口縁1/4 雲 砂粒 赤粒 白粒 普通 赤褐

20 土師器 甕 ― ［13.5］ ― 破片 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙

21 土師器 甕 21.3 ［8.5］ ― 口縁2/3 長石 砂粒 赤粒 黒粒 普通 にぶい橙 カマド 158

22 土師器 甕 (25.0) ［4.2］ ― 口縁破片 雲 角 砂粒 普通 にぶい橙

23 土師器 甑 ― ［8.0］ (8.5) 破片 角 長石 砂粒 赤粒 白粒 普通 橙

24 土師器 甕 ― ［3.6］ (9.8) 底部1/4 角 砂粒 赤粒 白粒 普通 黒 内面：にぶい橙

25 土師器 鉢 (23.3) ［7.1］ ― 破片 雲角石英砂粒赤粒 黒粒 普通 にぶい橙

26 土師器 鉢 (32.9) ［4.7］ ― 破片 雲 砂粒 赤粒 白粒 普通

27 石製品 勾玉 幅1.8 長［3.4］ 厚0.6 一部欠損 滑石製 209

28 石製品 軽石 幅10.3 長11.7 厚5.9 角閃石安山岩 220
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第211図 第81号住居跡
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ある。焚き口付近の右袖寄りで、長胴甕が一個体、

潰れた状態で出土した。

貯蔵穴は、カマドの左、住居跡の南西隅で検出さ

れた。規模は直径48㎝の円形で、深さは31㎝ある。

床面近くから、完形に近い丸底甕が口縁部を斜め上

に向けた状態で出土した。

ピットはＰ1の１基のみが、カマドの手前で検出さ

れた。深さは40㎝である。

周溝は幅が約16㎝で、北東壁と南西壁に沿って確

認された。

出土遺物は、第212図に図示した。このほかに、土

器の小破片が約50点出土している。

第82号住居跡（第213・216図）

西区二面の北側中央にあるＦ―19グリッドに位

置する。北東側は第132号井戸跡と第378号溝跡に大

きく壊され、西側は第200号土坑、第348号土坑に切

られている。本遺跡の中では、掘り込みが比較的しっ

かりしており、良好な状態で検出された住居跡であ

る。

平面形は南北に長い隅丸長方形で、規模は南北

3.86ⅿ、東西3.12ⅿである。確認面からの床面の深

さは18㎝である。主軸方向はＳ―78°―Ｅをとる。覆

土はレンズ状の堆積で、特に住居跡内南東1/4の部

分では焼土粒子・炭化物粒子を多く含む第３層が形

第212図 第81号住居跡出土遺物

第66表 第81号住居跡出土遺物観察表（第212図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 (13.1) 4.6 ― 1/2 角 石英 砂粒 白粒 普通 にぶい橙 北武蔵型

2 土師器 鉢 17.7 7.2 ― 1/2 長石 赤粒 普通 にぶい赤褐 158

3 土師器 (11.4) 3.1 ― 1/2 白粒 黒粒 普通 にぶい橙 北武蔵型 158

4 土師器 11.0 3.8 ― ほぼ完形 長石 砂粒 赤粒 普通 橙 北武蔵型 158

5 土師器 小型甕 16.6 18.6 8.6 3/4 雲 長石 砂粒 赤粒 普通 にぶい赤褐 胴下半煤付着 159

6 土師器 甕 22.6 37.7 4.8 ほぼ完形 雲 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙 カマド 159
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成されていた。土器破片もこの第３層から多く出土

している。カマド周辺を中心に広がっていることか

ら、住居の埋没過程でカマドの土が周囲に広がった

ものと考えられる。

カマドは、東壁やや南寄りに設けられている。燃

焼部のやや左袖寄りに土製の支脚が据えつけられ、

支脚周辺の底面は被熱を受けていた。規模は、長さ

131㎝、幅64㎝と煙道部が長く、深さは11㎝である。

覆土は焼土層（第８層）の上にカマドの天井の崩落

土層（第７層）が形成され、さらに住居跡覆土と同

じ土（第２層）で覆われていた。袖は左右とも比較

的良好な状態で検出された。左袖の内側は被熱を受

けて赤化していた。左袖の下でＰ4が検出された。カ

マドの構築時よりも古いものか、カマドと同時期に

第213図 第82号住居跡
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第214図 第82号住居跡出土遺物（1）
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第215図 第82号住居跡出土遺物（2）

第67表 第82号住居跡出土遺物観察表（1)（第214図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 身 (9.4) 3.4 ― 1/3 雲 赤粒 白粒 良好 灰 湖西産 159

2 須恵器 身 (7.1) ［2.3］ ― 破片 長石 砂粒 良好 灰 末野産

3 須恵器 身 (14.2) ［2.4］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 末野産

4 須恵器 身 ― ［2.4］ ― 破片 石英 良好 灰 自然釉 群馬産

5 須恵器 甕 (22.5) ［8.2］ ― 破片 白粒 黒粒 良好 灰 自然釉 群馬産 159

6 須恵器 甕 ― ［8.8］ ― 破片 長石 砂粒 良好 灰白 末野産 219

7 土師器 (10.0) ［2.2］ ― 破片 角 砂粒 白粒 普通 にぶい黄橙

8 土師器 (11.1) ［2.4］ ― 破片 雲 角 石英 黒粒 普通 にぶい黄橙

9 土師器 (11.0) ［3.2］ ― 1/5 雲 角 白粒 良好 橙 模倣

10 土師器 (13.0) ［2.9］ ― 1/5 雲 赤粒 白粒 普通 赤褐 比企型 赤彩

11 土師器 (9.7) ［2.7］ ― 破片 角 砂粒 白粒 良好 にぶい褐 北武蔵型

12 土師器 (9.9) ［3.0］ ― 1/5 角 砂粒 白粒 良好 橙

13 土師器 (10.3) ［2.8］ ― 1/5 角 赤粒 白粒 普通 橙 北武蔵型

14 土師器 (10.5) (2.8) ― 1/4 雲角石英砂粒赤粒白粒黒粒 普通 橙 北武蔵型

15 土師器 (12.8) ［2.8］ ― 破片 雲 赤粒 黒粒 良好 橙 有段口縁

16 土師器 (13.0) ［5.0］ ― 1/5 雲 角 白粒 普通 橙 模倣 Ｃ

17 土師器 (13.0) 3.8 ― 1/5 角 長石 石英 砂粒 白粒 黒粒 普通 にぶい橙 北武蔵型

18 土師器 (13.0) ［2.8］ ― 口縁破片 雲 角 石英 黒粒 普通 にぶい橙 北武蔵型

19 土師器 (12.1) ［4.8］ ― 1/4 角 長石 石英 砂粒 白粒 普通 橙 北武蔵型

20 土師器 13.0 ［4.4］ ― 1/5 砂粒 赤粒 普通 にぶい赤褐 内外面赤彩

21 土師器 10.2 3.4 ― ほぼ完形 褐粒 良好 にぶい橙 北武蔵型 159

22 土師器 10.6 3.0 ― ほぼ完形 角 砂粒 白粒 良好 橙 159

23 土師器 (13.0) ［4.2］ ― 1/3 砂粒 白粒 良好 橙 159

24 土師器 10.4 3.2 ― 4/5 角 赤粒 白粒 黒粒 普通 橙 模倣 Ｃ 159

25 土師器 9.6 2.7 ― 2/3 雲 角 黒粒 普通 にぶい橙 北武蔵型 160

26 土師器 (11.5) 3.5 ― 1/2 雲 角 黒粒 良好 橙 北武蔵型 160
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使用されていたかは不明である。

貯蔵穴は、カマドの右側、住居跡内南東隅に設け

られている。規模は直径44㎝の円形で、深さ14㎝で

ある。貯蔵穴の底面からやや浮いた状態で、土師器

の小型丸底甕が横向きの状態で出土した。

ピットはＰ1～Ｐ4の４基が検出された。深さはＰ

1から順に16㎝、５㎝、20㎝、15㎝である。Ｐ3、Ｐ4

はカマドの脇につくられている。Ｐ1、Ｐ2は浅いが、

柱を据えた痕跡である可能性がある。

周溝は全周しており、幅は約20㎝で細く、床面か

らの深さは12㎝としっかりしている。

出土遺物は、図示した遺物のほかに、破片で土師

器の甕155片、 85片、鉢４片、不明約300片と住居

跡内南側を中心として全体的に多めである。須恵器

は甕など破片数は少ないが、高 の破片が目立つ。

第68表 第82号住居跡出土遺物観察表（2)（第214・215図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

27 土師器 (11.2) 3.5 ― 1/4 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい橙 赤彩 続比企型 160

28 土師器 10.8 3.0 ― 1/2 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙 赤彩 続比企型 160

29 土師器 (15.0) ［4.9］ ― 1/5 角 砂粒 赤粒 白粒 良好 明赤褐 内面：放射状暗文

30 土師器 鉢 (17.0) ［6.4］ ― 破片 長石 石英 砂粒 黒粒 良好 褐灰

31 土師器 鉢 (20.0) ［5.0］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 褐粒 良好 にぶい橙

32 土師器 小型甕 11.3 ［11.5］ ― 1/2 角 長石 普通 にぶい黄橙 内面：黒褐 160

33 土師器 小型甕 17.4 18.8 7.6 3/4 長石 砂粒 赤粒 良好 にぶい黄橙 160

34 土師器 甕 16.0 ［8.6］ ― 口縁2/3 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙 160

35 土師器 甕 (19.2)［18.6］ ― 口縁1/2 雲 砂粒 白粒 普通 にぶい赤褐 160

36 土師器 甕 (15.4) ［5.1］ ― 口縁1/4 砂粒 赤粒 普通 明赤褐

37 土師器 甕 (19.0) ［4.9］ ― 口縁破片 雲 長石 砂粒 白粒 良好 にぶい黄橙

38 土師器 甕 (21.0) ［6.6］ ― 口縁1/4 雲 砂粒 赤粒 白粒 黒粒 良好 黄灰

39 土師器 甕 ― ［7.3］ 5.7 底部のみ 角 砂粒 赤粒 普通 褐灰

40 土師器 甕 ― ［9.2］ (6.3) 底部破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい橙 内面：灰色

41 土師器 甑 ― ［8.7］ (11.0) 底部1/2 雲 砂粒 良好 にぶい黄橙

42 土師器 台付甕 ― ［3.0］ ― 破片 雲 長石 砂粒 良好 橙

第216図 第82号住居跡遺物出土状況
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第83号住居跡（第217図）

西区二面の北端中央にあるＥ―19、Ｆ―19グリッ

ドに位置する。北側を第286号溝跡に大きく壊され

ているほか、第425号土坑、第323号土坑、第324号土

坑に切られている。ほかに、多くのピットが住居跡

を切って構築されている。また、本遺構は第５号方

形周溝墓の上層を切って構築されている。西側半分

は覆土が不明瞭で、壁の確認が困難であった。

平面形は隅丸長方形で、確認された範囲での規模

は、東西7.30ⅿ、南北2.13ⅿである。確認面からの

深さは21㎝であった。主軸方向はＮ―６°―Ｗをと

る。確認された覆土は２層である。

カマドや周溝などの諸施設は検出されなかった。

出土遺物は、土器破片が約100点あったが、図示で

きたものは少ない。第218図に示した。

第217図 第83号住居跡

第69表 第83号住居跡出土遺物観察表（第218図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 (14.0) ［3.3］ ― 破片 雲 黒粒 普通 にぶい黄橙 西側 模倣

2 石製品 有孔円板 幅3.9 長4.8 厚0.7 ほぼ完形 滑石製 210

第218図 第83号住居跡出土遺物
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第219図 第84・85号住居跡
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第84号住居跡（第219図）

西区二面の中央やや北西寄りにあるＦ―22、Ｆ―

23グリッドに位置する。西側周溝の一部とカマド燃

焼部の底面のみの検出である。第85号住居跡よりも

新しく、西側周溝が本遺構と平行であることから、

第85号住居跡の建て替えと考えられる。第389号溝

跡、第212号土坑、第210号土坑に大きく壊されてい

る。また、第85号住居跡の上部を切っている。第390

号溝跡との新旧関係は不明である。

平面形は不明だが、長方形か方形とみられ、確認

された範囲での規模は、南北4.86ⅿ以上である。確

認面が床面であった。

カマドは北側に設けられ、確認できた燃焼部の掘

り込みの規模は長軸36㎝、短軸25㎝の楕円形で、深

さは６㎝である。カマド焚き口付近から土師器の甕

が出土した。

西側でのみ検出された周溝は、幅約17㎝である。

出土遺物は、第220図に図示したもの以外に土器

破片が40片ほどと少ない。

第85号住居跡（第219図）

西区二面の中央やや北西寄りにあるＥ―22、Ｅ―

23、Ｆ―22、Ｆ―23グリッドに位置する。第84号住

居跡より古く、建て替える前の住居跡で、床面が第

84号住居跡よりやや低い。北側では、第389号溝跡、

第212号土坑、第210号土坑に大きく壊され、南東部

では第142号井戸跡に切られている。また一方では、

第390号溝跡、第88号住居跡を切っている。

平面形は長方形で、規模は南北5.38ⅿ、東西4.92

ⅿである。確認面からの床面の深さは11㎝である。

主軸方向はＮ―13°―Ｗをとる。

カマドは北に設けられており、規模は、長さ113㎝、

幅21㎝、深さ10㎝である。袖は確認されなかった。

ピットは、Ｐ1～Ｐ9の９基が検出された。Ｐ1、
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第70表 第84号住居跡出土遺物観察表（第220図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 蓋 (16.0) ［2.0］ ― 破片 白粒 針 良好 灰 南比企産

2 須恵器 (16.0) ［3.1］ ― 口縁破片 砂粒 白粒 針 良好 灰 南比企産

3 土師器 (12.0) ［2.6］ ― 破片 砂粒 普通 にぶい赤褐 北武蔵型

4 土師器 (12.0) ［3.1］ ― 破片 雲 赤粒 白粒 普通 橙 北武蔵型

5 土師器 甕 (20.0) ［6.3］ ― 口縁破片 雲 角 赤粒 普通 にぶい橙

6 土師器 甕 (24.2)［22.3］ ― 1/5 雲 砂粒 赤粒 普通 にぶい褐 161

7 土師器 甕 (19.5) ［2.7］ ― 破片 雲 角 長石 石英 黒粒 普通 にぶい橙

8 土師器 甕 ― ［1.6］ 4.8 底部1/2 砂粒 白粒 黒粒 小礫 良好 にぶい赤褐 内面：灰白

9 土師器 台付甕 ― ［10.3］ (9.6) 1/3 白粒 黒粒 普通 橙

第220図 第84号住居跡出土遺物



Ｐ2、Ｐ7を含む計４本の主柱穴で上屋を支えたと

考えられる。ピットの深さは、Ｐ1から順に52㎝、52

㎝、49㎝、11㎝、10㎝、18㎝、23㎝、48㎝、12㎝で

ある。周溝は、幅約12㎝で全周している。

出土遺物は、第221図に図示したもの以外に土師

器の 78片、甕318片、器種不明247片、須恵器 15

片、甕１片、器種不明13片あり、出土総量は多めで

ある。３は土製勾玉で東側周溝付近から出土した。

第221図 第85号住居跡出土遺物

第71表 第85号住居跡出土遺物観察表（第221図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 ― ［1.4］ (7.0) 底部1/2 石英 砂粒 赤粒 白粒 針 黒粒 良好 にぶい褐 南比企産 Ｐ6

2 須恵器 壺 ― ［9.9］ ― 1/5 長石 砂粒 白粒 良好 灰 末野産 161

3 土製品 勾玉 幅1.1 長2.9 厚1.2 完形 砂粒 赤粒 褐粒 不良 浅黄橙 209

4 土師器 (15.0) ［3.7］ ― 破片 雲 赤粒 白粒 普通 にぶい黄橙 有段口縁

5 土師器 (11.0) ［3.0］ ― 1/5 雲 良好 橙 模倣 Ｃ

6 土師器 (12.0) ［2.3］ ― 破片 砂粒 普通 浅黄橙 模倣 Ｃ

7 土師器 (11.0) ［2.7］ ― 破片 雲 角 白粒 普通 黄褐 北武蔵型

8 土師器 (12.1) ［2.4］ ― 破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 明赤褐 模倣 Ｃ

9 土師器 (14.0) ［2.6］ ― 破片 砂粒 良好 にぶい褐 北武蔵型

10 土師器 皿 (16.1) ［2.7］ ― 破片 角 長石 白粒 黒粒 良好 にぶい橙

11 土師器 (12.0) ［2.3］ ― 破片 雲 赤粒 普通 明褐 北武蔵型

12 土師器 甕 (24.4) ［2.8］ ― 口縁1/3 雲 角 黒粒 良好 橙

13 土師器 甕 (20.6) (4.4) ― 口縁破片 雲 石英 赤粒 白粒 普通 外面灰褐 内面：にぶい橙

14 土師器 甕 (17.0) ［5.6］ ― 口縁破片 赤粒 白粒 黒粒 普通 にぶい黄橙

15 土師器 甕 (22.0) ［8.1］ ― 口縁破片 赤粒 良好 橙

16 土師器 甕 ― ［21.3］ ― 胴部破片 雲 赤粒 普通 にぶい褐
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第86号住居跡（第222図）

西区二面の北西隅にあるＤ―19、Ｅ―19グリッド

に位置する。第402号溝跡と第404号溝跡が中央を南

北方向に縦断し、遺構を大きく壊している。

平面形は南北に長い隅丸長方形で、規模は長軸

3.67ⅿ、短軸3.20ⅿである。確認面からの深さは4.8

㎝と極めて浅く、確認された覆土は１層のみで、遺

存状態は悪い。主軸方向はＮ―８°―Ｗをとり、南北

軸を意識して構築されたとみられる。

ピットはＰ1～Ｐ3の３基が検出され、これらを含

む４本柱で上屋を支えていたと考えられる。深さは

Ｐ1から順に、６㎝、14㎝、22㎝である。炉やカマド

は検出されなかった。

出土遺物は、土師器の破片が20点ほどと極めて少

ない。図示できたのは底部の破片が１点のみである。

第222図 第86号住居跡

第72表 第86号住居跡出土遺物観察表（第223図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 壺 ― ［2.0］ (8.0) 底部破片 雲 角 石英 砂粒 普通 にぶい黄橙 石英粒：多

第223図 第86号住居跡出土遺物
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第87号住居跡（第224図）

西区二面の中央部やや北東寄りにあるＧ―21、Ｇ

―22グリッドに位置する。西側半分は中世の大溝で

ある第４号溝跡に大きく壊され、東半分のみが遺存

していた。南側では第447号溝跡を切っている。

平面形は隅丸長方形で、規模は南北3.67ⅿ、東西

第224図 第87号住居跡

第225図 第87号住居跡出土遺物

第73表 第87号住居跡出土遺物観察表（第225図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 蓋 (20.4) ［1.7］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 南比企産

2 土師器 (7.0) ［2.4］ ― 破片 赤粒 白粒 良好 にぶい赤褐 北武蔵型

3 土師器 甕 (20.0)［11.9］ ― 口縁1/4 雲 赤粒 黒粒 普通 にぶい橙

4 土製品 臼玉 幅0.9 厚0.5 完形 灰赤 209
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第226図 第88号住居跡（1)
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は確認された範囲で2.28ⅿである。確認面からの床

面の深さは8.7㎝と浅い。主軸方向はＮ―10°―Ｗを

とる。

カマドは北側に設けられているが、東半分のみが

遺存していた。規模は、長さ118㎝、確認された範囲

での幅は31㎝、深さは６㎝である。覆土は炭化物層

（第３層）の下に灰層（第４層）が形成されていた。

燃焼部の火焼面に被熱を受けた痕跡は残っていな

かった。短い右袖が確認されている。

ピットはＰ1の１基のみが検出された。深さは26

㎝である。周溝は確認されなかった。

出土遺物は、第225図に図示したもの以外に土師

器の破片が約40片、須恵器の破片が３片と少ない。

４の臼玉は、カマドの右脇で出土したものである。

第88号住居跡（第226・227図）

西区二面の中央西寄りにあるＥ―23、Ｆ―23グ

リッドに位置する。第142号井戸跡、第222号井戸跡、

第218号井戸跡、第230号井戸跡、第220号井戸跡、第

377号土坑、第412号土坑、第397号土坑、第399号土

第227図 第88号住居跡（2)

― ―261



第228図 第88号住居跡出土遺物

第74表 第88号住居跡出土遺物観察表（1)（第228図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 (16.1) ［3.1］ ― 破片 白粒 良好 にぶい橙

2 須恵器 (13.8) ［3.8］ ― 破片 砂粒 白粒 針 良好 灰 南比企産

3 須恵器 ― ［1.0］ (10.0) 破片 石英 砂粒 白粒 黒粒 小礫 良好 灰 南比企産

4 須恵器 蓋 ― ［2.2］ ― 破片 長石 白粒 針 良好 灰 南比企産 219

5 須恵器 蓋 (18.0) ［2.0］ ― 破片 砂粒 赤粒 白粒 良好 灰 南比企産

6 土師器 (10.9) 3.5 ― 1/2 角 砂粒 白粒 普通 橙 模倣 Ｃ

7 土師器 (11.1) ［3.3］ ― 1/2 雲 黒粒 普通 橙 模倣 Ｃ 161

8 土師器 12.2 4.1 ― 1/3 砂粒 赤粒 普通 橙 161

9 土師器 (11.0) 3.5 ― 1/3 雲 角 赤粒 普通 橙 161

10 土師器 (14.0) ［3.2］ ― 破片 雲 角 白粒 普通 にぶい黄橙

11 土師器 (12.0) ［3.7］ ― 1/5 角 長石 黒粒 良好 橙

12 土師器 (12.7) ［3.3］ ― 破片 雲 角 普通 黒褐 模倣 161

13 土師器 (12.1) ［3.9］ ― 1/4 角 白粒 黒粒 普通 褐灰

14 土師器 (10.6) 3.2 ― 1/5 砂粒 白粒 普通 にぶい黄橙 内面・外面口縁部赤彩

15 土師器 皿 ― ［0.9］ ― 1/4 角 赤粒 普通 にぶい橙

16 土師器 鉢 (22.0) ［7.8］ ― 口縁破片 雲 角 黒粒 普通 褐灰
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坑、第400号土坑、第276号溝跡など多くの遺構に切

られている。一方で、第390号溝跡を切っている。

平面形は方形で、南東辺の外側および南隅の一部

で周溝が検出されていることから、建て替えがなさ

れたと考えられる。規模は、内側の周溝で南西―北

東6.83ⅿ、南西に設けられた張り出し部分を含める

と8.60ⅿ、北西―南東6.92ⅿである。確認面からの

床面の深さは16㎝である。主軸方向はＮ―51°―Ｅを

とる。

カマドは、南西辺のやや北西寄りで確認された焼

土範囲の部分に設けられていたとみられる。焼土範

囲は長さ120㎝、幅44㎝で、わずかな凹みが確認され

た。これが燃焼部と煙道部の痕跡であると考えられ

る。覆土は、灰層（第11層）の上に炭化物・焼土粒

子を含む層が堆積し（第10層）、12層の上面で燃焼面

が確認されている。

ピットは、Ｐ1～Ｐ4の４基が検出された。Ｐ1、Ｐ

2、Ｐ3を含む４本の柱穴に立てられた主柱により上

屋を支えたと考えられる。特にＰ2、Ｐ3は数回掘り

返された痕跡があり、建て替えの度に同じ位置に掘

り直した柱穴に柱を立てたとみられる。Ｐ4はＰ1と

Ｐ2の中間に位置し、補助柱穴であった可能性があ

る。ピットの深さは、Ｐ1から順に80㎝、57㎝、55㎝、

78㎝である。

周溝は、北東辺を除く各辺で検出された。南西隅

では周溝が二重になっていることから、建て替えに

よる掘り直しとみられる。幅は約27㎝である。また、

北西部分に、カマドの痕跡を囲むように張り出し状

の掘り込みが確認されている。これは住居の建て替

えに伴って広げられたものである可能性がある。

出土遺物には、須恵器の 、 、蓋、土師器の甕、

、皿、鉢などがある。第228図に図示したもののほ

かに土師器の甕が175片、 58片、皿２片、須恵器の

９片、蓋４片、甕４片、壺８片などが出土した。

第89号住居跡（第229図）

西区二面の南端中央にあるＧ―27、Ｇ―28、Ｈ―

27、Ｈ―28グリッドに位置する。グリッドピットを

除けば、特に重複する遺構はなかった。

平面形は南北に長い隅丸長方形で、規模は南北

6.15ⅿ、東西3.44ⅿである。確認面からの床面の深

さは14㎝あった。確認できた覆土は１層である。主

軸方向はＮ―20°―Ｗをとる。

カマドは西壁の中央やや南寄りに設けられてい

る。袖の構造が明確ではなく、いわゆる初期カマド

である。燃焼部にあたる凹みおよびその周囲には直

径１㎝の焼土ブロックと炭化物を多量に含む黒色土

層（第５層）が堆積していた。袖の痕跡は左右にわ

ずかな高まりとして確認された。第６層は袖の痕跡

とみられる。カマドは住居跡の外側にわずかに張り

出すが、煙道がのびているような様子は確認できな

かった。カマドの規模は、長軸92㎝、短軸60㎝、燃

焼部の掘り込みの深さは５㎝である。

ピットは、Ｐ1～Ｐ5の５基が検出された。Ｐ2、Ｐ

4は深さも同じくらいで、その配置から、柱穴である

可能性がある。Ｐ1は住居跡の中央に設けられてお

り、Ｐ5はカマドの手前に位置している。深さはＰ1

から順に、36㎝、11㎝、８㎝、15㎝、10㎝である。

周溝は幅約20㎝で、カマド脇、東壁と北壁の一部

を除いて全周している。東壁の周溝の切れ目は、出

入り口が設けられていたためのものと考えられる。

出土遺物は、第230図に図示したもののほかに、土

師器の甕26片、脚部２片、底部４片、皿・鉢各１片、

30片、器種不明200片など、小破片ばかりが出土し

ている。５は紡錘車の破片で、Ｐ2の覆土直上とその

脇で出土した。

第75表 第88号住居跡出土遺物観察表(2)（第228図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

17 土師器 甕 (22.0) ［8.6］ ― 破片 雲 赤粒 黒粒 普通 にぶい橙

18 土師器 甕 (23.0) ［7.4］ ― 口縁破片 雲 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい褐
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第229図 第89号住居跡

第230図 第89号住居跡出土遺物
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第90号住居跡（第231図）

西区二面の西端中央にあるＥ―23グリッドに位

置する。検出されたのは住居跡の東側半分である。

いくつかのグリッドピットに切られている。第413

号溝跡との新旧関係は不明である。

検出された範囲での規模は、東西2.23ⅿ、南北

2.15ⅿで、確認面からの床面の深さは７㎝と浅い。

確認された覆土は１層である。主軸方向はＮ―27°

―Ｅをとる。カマドや、明らかに住居跡に伴うピッ

トなどは検出されなかった。

出土遺物は、土師器の ２片、甕４片、器種不明

21片と極めて少ない。

第91号住居跡（第232図）

西区二面の南端西寄りにあるＦ―27、Ｇ―27グ

リッドに位置する。東壁は第４号溝跡、第382号溝跡

に大きく壊され、残っていなかった。このほか、第

438号溝跡が南西隅を壊している。また本遺構は、第

369号溝跡の上部を切っている。

平面形は東西に長い隅丸長方形で、規模は南北

3.17ⅿ、確認された範囲での東西は4.05ⅿである。

確認面からの床面の深さは11㎝である。主軸方向は

第76表 第89号住居跡出土遺物観察表（第230図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 (16.0) ［3.1］ ― 破片 長石 砂粒 赤粒 普通 にぶい黄橙

2 土師器 (16.0) ［2.3］ ― 破片 長石 砂粒 不良 橙 北武蔵型

3 土師器 甕 ― ［1.8］ (9.0) 底部1/4 雲 角 赤粒 白粒 普通 にぶい赤褐

4 土師器 甕 ― ［1.9］ 7.1 底部 雲 片岩 石英 赤粒 白粒 小礫 良好 にぶい黄橙 周溝

5 石製品 紡錘車 厚［1.0］ 上［3.5］ 底2.7 1/3 滑石 209

第231図 第90号住居跡・出土遺物

第77表 第90号住居跡出土遺物観察表（第231図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 (12.0) ［2.3］ ― 破片 角 石英 砂粒 白粒 普通 にぶい黄橙 有段口縁

2 土師器 小型壺 (10.2) ［3.8］ ― 破片 雲 赤粒 白粒 普通 明赤褐

3 土師器 甕 (17.3) ［2.9］ ― 破片 雲 長石 砂粒 赤粒 普通 にぶい黄橙
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第232図 第91号住居跡

第233図 第91号住居跡出土遺物

第78表 第91号住居跡出土遺物観察表（第233図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 10.5 2.8 ― 1/2 雲 角 砂粒 黒粒 普通 にぶい橙 北武蔵型 161

2 土師器 9.6 3.2 ― ほぼ完形 雲 角 赤粒 白粒 普通 橙 北武蔵型 161

3 土師器 甕 ― ［5.7］ ― 破片 雲 砂粒 赤粒 普通 にぶい褐
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Ｎ―５°―Ｅをとる。覆土は２層で、貼床（第３層）

が明瞭に確認された。

カマドは確認されなかったが、住居跡の検出状況

から、東壁にカマドが設けられていた可能性がある。

ピットは、Ｐ1～Ｐ13の13基が検出された。Ｐ1、

Ｐ2、Ｐ4、Ｐ5の４本柱で上屋を支えていた可能性が

考えられる。ピットの深さはＰ1から順に26㎝、26

㎝、11㎝、９㎝、16㎝、24㎝、14㎝、20㎝、15㎝、

16㎝、８㎝、20㎝、11㎝である。

周溝は検出されなかった。

出土遺物には、土師器の 、甕、小型壺などがあ

る。図示したものの他に、小破片で土師器の ８片、

甕28片、器種不明70片、須恵器 ２片、甕１片が出

土した。須恵器の は底部に周辺ヘラケズリが施さ

れている。

第92号住居跡（第234図）

西区二面の南端西寄りにあるＦ―27、Ｆ―28グ

リッドに位置する。検出されたのは、カマドを含め

た住居跡の北西壁のみで、南側は平成14年度の調査

区域外であった。カマドの東側は 乱によって大き

く壊されていた。また本遺構は、第438号溝跡の上に

乗っており、溝跡よりも新しい。

検出された範囲での規模は、東西2.96ⅿ、南北

第234図 第92号住居跡

第79表 第92号住居跡出土遺物観察表（第235図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 甕 (26.2) ［6.6］ ― 口縁1/5 石英 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙

2 土師器 甕 (22.8)［10.0］ ― 口縁1/3 砂粒 白粒 普通 橙

3 土師器 甕 (15.4) ［9.2］ ― 口縁破片 長石 砂粒 赤粒 白粒 不良 橙

4 土師器 甕 ― ［3.1］ (9.0) 底部1/4 雲 赤粒 白粒 不良 黒褐 内面：にぶい黄橙

第235図 第92号住居跡出土遺物
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0.62ⅿである。確認面からの床面の深さは10㎝と浅

い。主軸方向はＮ―11°―Ｗをとる。

カマドは北壁に設けられ、検出された範囲での規

模は長さ167㎝、袖を含めた幅が53㎝、煙道部の幅は

35㎝である。煙道部は北へ長くのびる。袖は明瞭で

はなかったが、左右で確認された。ピット、貯蔵穴、

周溝などは検出されなかった。

出土遺物は少ない。カマドの周辺で土師器の甕が

出土した。第235図に図示したもののほかに、土師器

の甕など25片、須恵器の甕が１片出土している。

第93号住居跡（第236図）

東区のほぼ中央にあるＫ―22グリッドに位置す

る。多くの遺構が重複しており、第501号土坑、第468

号土坑、第476号土坑に壊されている。一方、第320

号溝跡、第９号方形周溝墓の南側周溝を切っている。

平面形は北壁がやや長い台形で、規模は東西3.60

ⅿ、南北3.28ⅿである。確認面からの床面の深さは

８㎝と浅く、確認できた覆土は１層のみである。主

第236図 第93号住居跡

第237図 第93号住居跡出土遺物

第80表 第93号住居跡出土遺物観察表（第237図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 (14.0) ［3.8］ ― 口縁破片 砂粒 赤粒 黒粒 褐粒 普通 黄灰

2 須恵器 高台付 (15.0) ［2.2］ ― 口縁破片 白粒 黒粒 普通 灰白

3 内黒土器 高台付 ― ［2.3］ (7.6) 底部1/4 雲 石英 普通 にぶい黄橙 内面黒色処理

4 土師器 小型甕 (12.0) ［4.2］ ― 口縁破片 雲 赤粒 白粒 黒粒 普通 黒褐
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軸方向はＮ―２°―Ｗをとる。

出土遺物は、第237図に図示したもののほかに、破

片で土師器の甕７片、 14片、器種不明60片、須恵

器の 21片、甕７片、壺１片、器種不明６片が出土

した。須恵器の の底部は糸切りである。

第94号住居跡（第238図）

東区の中央やや南東にあるＭ―22、Ｍ―23グリッ

ドに位置する。東側1/3を第247号井戸跡に壊され、

西壁の一部を第246号井戸跡に壊されているほか、

複数のグリッドピットに切られている。一方、北壁

の一部は第96号住居跡を切っており、第96号住居跡

よりも新しいことが確認できた。

平面形は南北にやや長い隅丸長方形で、規模は南

北4.00ⅿ、東西3.46ⅿである。確認面からの床面の

深さは、周溝付近では9.5㎝だが、ほとんど床面での

検出であり、覆土が遺存しているのは周溝のみで

あった。主軸方向はＮ―86°―Ｗをとる。

カマドは西壁の中央に設けられている。煙道部と

みられる構造は残っておらず、燃焼部の掘り方だけ

が遺存していた。規模は長さ64㎝、幅40㎝、掘り込

みの深さは８㎝で、掘り込みのくぼみでは、焼土粒

子を含む覆土が検出された。

ピットはＰ1～Ｐ3の３基を確認したが、配置は不

規則で、柱穴とは考えにくい。ピットの深さはＰ1か

ら順に23㎝、20㎝、28㎝である。

周溝は、幅14～30㎝でほぼ全周している。カマド

周辺のほかに東壁の中央やや北寄りで周溝は切れて

おり、この位置に出入り口が設けられていた可能性

がある。

覆土はほとんど残っていなかったため、出土遺物

はおもに周溝からで、出土量は極めて少なかった。

模倣 の底部とみられる破片を含めた土師器の ３

片、土師器の甕９片、器種不明10片、須恵器の甕の

小破片などがあったが、図示できるものはなかった。

第238図 第94号住居跡
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第239図 第95号住居跡

第240図 第95号住居跡遺物出土状況
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第95号住居跡（第239・240図）

東区の中央やや南東にあるＭ―22、Ｍ―23グリッ

ドに位置する。多くの遺構に壊されていたが、カマ

ドも遺存して、掘り込みも比較的明瞭であった。南

側を第248号井戸跡、第249号井戸跡に大きく壊され

ている。また、西側では第96号住居跡を切っており、

第96号住居跡よりも新しい。南西隅で重複する第94

号住居跡は、住居形態が第96号住居跡と類似する点

から、本遺構よりも古いと考えられる。

平面形は方形で、規模は東西3.45ⅿ、南北が推定
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第241図 第95号住居跡出土遺物

第81表 第95号住居跡出土遺物観察表（第241図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 (16.4) 4.1 ― 1/3 角 砂粒 白粒 普通 橙 磨耗 162

2 土師器 (12.7) ［4.2］ ― 破片 赤粒 黒粒 褐粒 不良 浅黄橙

3 土師器 甕 21.2 ［16.4］ ― 1/3 長石 砂粒 赤粒 普通 橙 162

4 土師器 甕 ― ［18.5］ ― 1/3 長石 砂粒 赤粒 白粒 普通 橙 外面煤付着

第242図 第96号住居跡



3.36ⅿである。確認面からの床面の深さは、深いと

ころで18㎝である。主軸方向はＮ―０°で、カマドを

真北に向けて構築されている。覆土は、厚さ４～５

㎝の貼床を含めて２層が確認された。

カマドは、北壁の中央に設けられている。覆土に

焼土粒子が少量含まれているのみで、底面や壁面に

はそれほど被熱の痕跡を残さず、袖の遺存状態も不

明瞭であった。カマドの規模は長さ96㎝、袖を含め

た幅が96㎝、燃焼部の幅が36㎝である。焚き口付近

は後世のピットによって壊されている。住居跡に伴

うピットや周溝は確認されなかった。

出土遺物は、第241図に図示したものの他に、土師

第82表 第96号住居跡出土遺物観察表（第244図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 (10.0) ［2.7］ ― 破片 角 赤粒 白粒 不良 橙 北武蔵型

2 土師器 (10.0) ［3.1］ ― 破片 赤粒 白粒 黒粒 不良 橙色 北武蔵型

3 土師器 (14.2) ［2.4］ ― 破片 角 長石 黒粒 普通 にぶい赤褐 北武蔵型

4 土師器 (15.0) 4.9 ― 1/5 赤粒 白粒 普通 橙

5 土師器 12.8 4.8 ― ほぼ完形 長石 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙 北武蔵型 162

6 土師器 (15.3) ［4.5］ ― 1/3 角 砂粒 白粒 普通 橙 北武蔵型 162

7 土師器 (11.9) 3.8 ― 1/4 雲 赤粒 黒粒 不良 にぶい橙

8 土師器 小型壺 ― ［7.7］ ― 1/5 石英 砂粒 赤粒 不良 にぶい黄橙

9 土師器 鉢 (25.0) ［7.2］ ― 1/4 雲 石英 白粒 普通 黒褐

10 土師器 甕 (20.6) ［4.2］ ― 口縁破片 砂粒 白粒 普通 にぶい黄橙

11 土師器 甕 (20.2) ［4.4］ ― 口縁破片 砂粒 赤粒 白粒 黒粒 褐粒 普通 にぶい黄橙

12 土師器 甕 (22.3) ［6.5］ ― 口縁破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい黄褐

13 土師器 甕 22.8 ［8.3］ ― 口縁2/3 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい橙 内面口縁に煤付着 162

14 土師器 甕 (15.2) ［6.3］ ― 口縁1/3 雲 石英 砂粒 赤粒 黒粒 普通 浅黄橙

15 土師器 甕 (20.4) ［9.6］ ― 口縁1/5 雲 角 石英 赤粒 普通 赤褐

16 土師器 甕 (19.2)［25.0］ ― 1/4 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙 162

17 土師器 甕 ― ［4.3］ (7.5) 底部1/2 赤粒 白粒 普通 褐

18 鉄製品 鍬先 刃幅6.5 刃先部幅3.0 耳部幅1.5 長7.0 222

19 鉄製品 釘？ 幅0.6 長［3.6］ 222

第243図 第96号住居跡遺物出土状況
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器の甕16片、 ６片、器種不明18片のほか、須恵器

の 、甕の破片など数点と、全体的に少ない。３と

４は、カマドの右脇で、床面から少し浮いた位置で

出土した土師器の甕で、同一個体とみられる。

なお本遺構では、７世紀末から８世紀にかけての

遺跡の植生・周辺環境を調べるため、覆土１層にお

いて花粉分析の試料採取をおこなった。分析結果は

Ⅷ―１に掲載した。

第96号住居跡（第242・243図）

東区の中央やや南東寄りにあるＭ―22グリッド

に位置する。第94号住居跡、第95号住居跡と重複す

るが、３軒のなかでは最も古い住居跡である。大き

く重複する遺構はないが、特にカマド周辺が複数の

第244図 第96号住居跡出土遺物
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グリッドピットによって壊されている。

平面形は方形で、規模は南北3.46ⅿ、東西3.20ⅿ

である。確認面からの床面の深さは14㎝あり、主軸

方向はＮ―62°―Ｗをとる。

カマドは北西壁の中央に設けられ、焚き口および

煙道部の先端は複数のグリッドピットによって壊さ

れている。規模は、後世のピットによって壊された

部分を除いた長さ90㎝、袖を含めた幅が66㎝、燃焼

部の幅が42㎝である。カマドの袖の燃焼部内側側面

は被熱により焼き締まっていた。また、カマドの焚

き口付近では、住居跡覆土と床面との間に、厚さ１

㎝の炭化物層が確認された。カマドの覆土の一部と

第245図 第97号住居跡
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みられる。

周溝は、北壁、西壁、東壁の一部で検出された。

幅は約17㎝で、掘り込みはしっかりしている。住居

跡に伴うピットは検出されなかった。

出土遺物は、土師器の甕の破片約100片、 30片、

須恵器の 、甕、壺などが10片ほどで、遺物量は比

較的多い。遺物は特に住居跡内の中央やや北寄りで、

土師器の甕を中心にまとまって出土した。床面から

やや浮いた位置で出土しているものが多く、住居が

廃絶されてやや埋没した段階で投棄されたものとみ

られる。

なお、本住居跡の覆土３層では、７世紀から８世

紀にかけての遺跡の植生・周辺環境を調べるため、

花粉分析の試料採取をおこなった。分析の結果はⅧ

―１に掲載した。

第97号住居跡（第245図）

東区の中央やや南寄りにあるＫ―22、Ｋ―23、Ｌ

―22、Ｌ―23グリッドに位置する。中央を南北方向

にのびる第287号溝跡、第526号溝跡に大きく壊さ

れ、東側半分は第258号井戸跡、第257号井戸跡、第

539号土坑に大きく壊されている。部分的な検出状況

から、１回の建て替えが確認できた。

平面形は、東西方向に長い隅丸方形で、建て替え

前の規模は東西5.55ⅿ、南北4.66ⅿ、建て替え後の

規模は東西4.74ⅿ、南北3.37ⅿである。確認面から

の床面の深さは16㎝であり、主軸方向はＮ―18°―Ｗ

をとる。

ピットはＰ1～Ｐ7の７基が検出された。Ｐ1、Ｐ2、

Ｐ5は、その配置から主柱穴の可能性が考えられる。

Ｐ5は建て替え前、Ｐ2は建て替え後の柱穴である。

他のピットの配置は不規則で、その性格は不明であ

る。深さはＰ1から順に19㎝、44㎝、39㎝、10㎝、31

㎝、34㎝、23㎝である。

出土遺物には、第246図に図示したもの以外に土

師器の甕、 、皿のほか、器種不明の破片が約100片、

須恵器の 、蓋が各１片であった。このほかに、使

用痕のある円礫が１点出土している。

第98号住居跡（第247図）

東区の中央西寄りのＪ―22グリッドに位置する。

床面で確認されたため、覆土は検出できなかった。

第９号方形周溝墓を切って構築されていることは確

実だが、ほかに重複している第463号土坑、第491号

土坑、第517号溝跡、第505号溝跡、第413号溝跡、第

260号井戸跡との新旧関係は不明である。

平面形は東西方向に長い台形とみられ、確認され

た範囲での規模は、東西6.03ⅿ、南北4.48ⅿである。

確認面は床面で、周溝の深さは深いところで11㎝あ

る。主軸方向はＮ―86°―Ｗをとる。

北壁の西寄りで底面に被熱痕のみられる範囲が確

認され、これがカマドの痕跡と思われる。被熱範囲

の内側では、石が立てられた状態で出土し、支脚と

して利用された可能性がある。被熱範囲は長軸56㎝、

第246図 第97号住居跡出土遺物

第83表 第97号住居跡出土遺物観察表（第246図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 皿 (16.0) ［2.4］ ― 破片 雲 角 普通 にぶい黄橙 内面：黒

2 須恵器 (14.0) ［3.6］ 7.0 破片 長石 砂粒 不良 灰白 磨耗(内・外面)

3 土師器 甕 (20.4) ［6.3］ ― 口縁1/4 雲 赤粒 黒粒 普通 にぶい橙

4 土師器 甕 (20.2) ［1.7］ ― 口縁破片 砂粒 赤粒 白粒 普通 にぶい黄橙
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短軸45㎝の楕円形に広がり、燃焼部とみられる浅い

くぼみの深さは６㎝である。

住居跡内では北壁寄りのカマド付近で２本、南壁

寄りで１本の、長さ0.84～1.56ⅿほどの短く細い溝

が検出された。北壁付近の２本は1.56ⅿの間をあけ

て、平行してつくられており、間仕切りなど何らか

の施設の痕跡である可能性が考えられる。周溝は、

北壁と東壁、南壁の一部で検出されており、住居跡

が検出された範囲では全周している。

出土遺物は一部の周溝からのみ出土した。土師器

の ・甕、須恵器の甕など小破片が６点出土したが、

図示できるものはなかった。

第99号住居跡（第248図）

東区の中央やや南西にあるＫ―22、Ｋ―23、Ｌ―

22、Ｌ―23グリッドに位置する。東壁付近を第500号

土坑に、北西寄りを第511号土坑に、北壁を第514号

土坑に、西壁を第519号土坑に、南壁を第171号井戸

跡に切られている。

平面形は隅丸方形で、規模は一辺が3.14ⅿであ

る。確認面からの床面の深さは、最も深いところで

７㎝と浅く、掘り方での調査であったため、カマド、

ピットを除き、覆土は確認できなかった。主軸方向

はＮ―０°と真北にとる。

カマドは、北壁の中央やや東寄りに設けられてい

る。検出されたのは燃焼部の掘り込みだけで、覆土

第247図 第98号住居跡
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１層は焼土粒子を多量に含んでいた。確認された掘

り込みの規模は直径46㎝の円形で、深さは６㎝であ

る。

ピットはＰ1の１基のみが検出された。深さは23

㎝である。このほかに、以下のいくつかのグリッド

ピットおよび個別名称のないピットが住居跡に伴う

可能性がある。Ｋ23Ｇ Ｐ6、Ｋ23Ｇ Ｐ7、Ｋ23Ｇ Ｐ

8、Ｋ23Ｇ Ｐ11、Ｋ23Ｇ Ｐ12である。これらのピッ

トの配置は不規則であり、上屋の復元は難しい。

出土遺物は極めて少なく、カマドおよびＰ1のみか

ら出土した。遺物の総量は土師器の甕の頸部を含む

小破片が５点であったが、図示できるものはなかっ

た。

第100号住居跡（第249図）

東区の中央やや南にあるＬ―23グリッドに位置

する。住居跡の掘り方のみが検出され、覆土を確認

できたのは周溝とカマドおよびピットのみである。

西隅を第284号井戸跡と第535号土坑に、南隅を第

494号土坑に、北壁の周溝付近を第292号井戸跡に切

られている。

平面形は隅丸方形で、規模は東西3.55ⅿ、南北

3.50ⅿである。確認面からの周溝の深さは４㎝であ

る。主軸方向はＳ―75°―Ｗをとる。

カマドは、西壁の中央部に設けられていたようで、

覆土に焼土粒子を含む、カマド燃焼部の掘り方が検

出された。確認された掘り方の規模は、長径54㎝、

短径43㎝の楕円形で、深さは６㎝である。

ピットはＰ3の１基のみが検出された。深さは25

㎝である。周溝は、幅13～26㎝で全周しているが、

浅くて残存状態は悪い。

出土遺物は、土師器の甕・ 、須恵器の が出土

した。遺物総量は極めて少なく、破片のみである。

１の須恵器の は、底部に周辺ヘラケズリが施され

ている。

第101号住居跡（第251図）

東区の中央やや南側にあるＫ―24グリッドに位

第248図 第99号住居跡

― ―277



置する。北壁の一部を第297号井戸跡に壊されてい

る。また東側では、第557号溝跡、第558号溝跡、第

546号溝跡を切っている。

平面形は隅丸方形で、規模は南北4.40ⅿ、東西

4.24ⅿである。確認面からの床面の深さは８㎝と浅

く、主軸方向はＮ―10°―Ｗをとる。

カマドは北壁の中央に設けられている。袖は確認

できなかったが、長い煙道部と燃焼部の掘り込みが

確認された。規模は、長さが180㎝、燃焼部で幅が70

㎝、掘り込みの深さは３㎝である。

ピットはＰ1～Ｐ7の７基が検出された。深さはＰ

1から順に19㎝、42㎝、10㎝、13㎝、８㎝、15㎝、６

㎝である。ピットの配置は不規則で確実な主柱穴は

特定できないが、Ｐ1、Ｐ2、Ｐ6が主柱穴の可能性が

ある。

周溝は北壁の一部と南壁のやや西寄りの一部を除

いて全周している。周溝が切れている南壁の一部に

出入り口が設けられていた可能性がある。住居跡内

南西隅を四角く囲むように浅い溝がめぐらされてお

り、間仕切りの痕跡である可能性がある。

出土遺物は、須恵器の 、土師器の 、石製の臼

玉など第252図に図示したもの以外にも土師器の

、甕、須恵器の 、甕、壺、長頸瓶や の破片な

どがあった。出土量は、器種不明の破片を含めて約

第249図 第100号住居跡

第84表 第100号住居跡出土遺物観察表（第250図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 ― ［0.7］ ［1.9］ 底部破片 針 良好 にぶい黄橙 南比企産

2 土師器 甕 (20.0) ［2.6］ ― 口縁破片 雲 赤粒 白粒 普通 にぶい褐

第250図 第100号住居跡出土遺物
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第251図 第101号住居跡

― ―279



330片である。カマドからは甕の胴部破片が数点出土

したが、図示できなかった。住居跡内中央で出土し

た６の は、伏せた状態で出土し、その直下では焼

土が検出された。

第102号住居跡（第253図）

東区の中央南寄りにあるＬ―24グリッドに位置

する。第103号住居跡と重複しており、第103号住居

跡よりも新しい。住居跡は第489号溝跡、第287号井

戸跡に大きく壊されているほか、第301号井戸跡に

も切られている。

平面形は南北に長い隅丸長方形と推定され、規模

は南北3.70ⅿ、東西2.47ⅿである。確認面からの床

面の深さは13㎝で、主軸方向はＮ―10°―Ｗをとる。

ピットはＰ1、Ｐ2の２基が検出された。それぞれ

深さは17㎝、10㎝である。ピットの位置は不規則で、

機能は特定できない。また、カマドや周溝は検出さ

れなかった。

出土遺物は、土師器の甕、 、須恵器の甕、 の

破片など数十片が出土した。本遺構から出土した１

は高台付きの である。

第103号住居跡（第253図）

東区の中央南寄りにあるＬ―24グリッドに位置

する。確認できたのは住居跡の掘り方のみである。

第102号住居跡と大きく重複しており、第102号住居

跡に大きく切られている。このほか、第489号溝跡、

第485号溝跡、第287号井戸跡、第288号井戸跡、第494

号土坑などの各遺構にも切られている。

平面形は長方形か方形で、規模は南北4.18ⅿ、確

認された範囲で東西1.90ⅿである。確認面からの掘

り方の深さは６㎝と極めて浅い。主軸方向はＮ―10°

―Ｗをとる。

ピットはＰ1の１基のみ検出された。半分が第489

号溝跡に壊されているが、深さは８㎝であった。

出土遺物は、土師器の甕口縁部など極めて少ない。

第253図に図示できた２、３は土師器の甕の破片で

ある。

第104号住居跡（第255図）

東区の南東にあるＭ―24、Ｍ―25グリッドに位置

する。検出されたのは住居跡の北西半分で、南東半

分は第267号井戸跡、第531号土坑、第532号土坑、第

第252図 第101号住居跡出土遺物

第85表 第101号住居跡出土遺物観察表（第252図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 (12.4) 3.3 (6.7) 1/3 白粒 針 良好 褐灰 南比企産

2 須恵器 ― ［1.7］ (6.0) 破片 白粒 黒粒 普通 黄灰 南比企産

3 土師器 (9.4) 3.0 ― 1/2 雲 赤粒 普通 にぶい赤褐 赤彩 162

4 土師器 (14.4) ［3.2］ ― 1/4 赤粒 白粒 普通 橙

5 土師器 (14.6) ［3.2］ ― 1/5 角 赤粒 白粒 普通 にぶい褐 北武蔵型

6 土師器 (16.5) 5.2 ― 1/3 角 長石 砂粒 黒粒 普通 橙 162

7 石製品 臼玉 径1.0 厚0.4 完形 滑石製 209
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561号土坑に大きく切られている。

平面形は南北に長い隅丸長方形で、規模は南北

3.70ⅿ、東西2.83ⅿである。確認面からの床面の深

さは11㎝あり、主軸方向はＮ―３°―Ｗとほぼ真北に

とる。

ピットはＰ1の１基が検出された。深さは28㎝で

ある。周溝は検出されなかった。カマドも検出され

ていないが、東壁に設けられていた可能性がある。

出土遺物は、須恵器、土師器、砥石、鉄滓、鉄製

品など第256図に図示したもののほかにも土師器の

甕・ の破片が出土している。

第105号住居跡 欠番

第13号方形周溝墓に変更。

第253図 第102・103号住居跡

第254図 第102・103号住居跡出土遺物

第86表 第102・103号住居跡出土遺物観察表（第254図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 高台付 ― ［1.8］ (6.9) 底部破片 赤粒 白粒 黒粒 普通 灰 SJ102 南比企産

2 土師器 甕 (20.8) ［3.6］ ― 破片 石英 砂粒 赤粒 普通 橙 SJ103

3 土師器 甕 (20.0) ［4.9］ ― 口縁破片 赤粒 白粒 普通 灰褐 SJ103
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第255図 第104号住居跡

第256図 第104号住居跡出土遺物

第87表 第104号住居跡出土遺物観察表（第256図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 ― ［0.8］ (6.1) 破片 砂粒 白粒 褐粒 普通 灰白 南比企産

2 石製品 砥石 幅2.0 長［3.7］ 厚0.7 2/3 220

3 土師器 甕 (18.6)［11.0］ ― 口縁1/4 角 長石 赤粒 白粒 黒粒 不良 橙

4 鉄滓 椀形滓 幅3.5 長2.9 厚1.7 重さ32.8ℊ 220

5 鉄製品 角棒状品 幅0.3～0.5 長［10.9］ 222

6 鉄製品 角棒状品 幅0.4～0.5 長［8.7］ 厚0.2～0.4 合釘か？ 222
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３．掘立柱建物跡
下田町遺跡第３次調査において、掘立柱建物跡は

17棟を検出した。西区一面では、第28～30号掘立柱

建物跡の３棟を検出した。西区二面では、第34・

36～38・40・41・43・45～47号掘立柱建物跡の10棟

を検出した。東区では第31～33・49号掘立柱建物跡

の４棟を検出した。また、第35・39・42・44・48号

掘立柱建物跡は欠番である。

調査区全体には多くの柱穴が確認された。柱穴の

中には、柱材が残存するものもあり、また、断面観

察などによって柱痕が認められたものも存在した。

しかし、掘立柱建物跡としての柱間の組み合わせが

発掘調査時につかめず、グリッドピットとして調査

したものがある。

掘立柱建物跡の時期を見ると古墳時代後期、奈良

時代、平安時代、中世にわたって検出された。

古墳時代後期の掘立柱建物跡は７棟で、第31・40・

41・45～47・49号掘立柱建物跡である。

西区の中央部分に第40・41号掘立柱建物跡を検出

した。両建物跡は、古墳時代後期の居住域を区画す

る第377・411号溝跡に囲まれた内側に位置する。こ

の溝跡は大きく弧を描き、明らかに溝跡の内と外を

区分している。さらに、南側にはこの溝跡から南東

方向に伸びる第452号溝跡が存在する。このような

区画内の南東コーナー付近に１間×１間の第40号

掘立柱建物跡が存在する。また、北東寄りには４間×

４間の大型の掘立柱建物跡が存在する。

西区の南西側には３間×２間以上の第46号掘立

柱建物跡、１間×１間の第47号掘立柱建物跡が存在

する。南側には、２間×２間の第45号掘立柱建物跡

が存在する。この建物跡は総柱建物跡であり倉庫と

考えられる。また建物北側に集落内を縦断する第

372号溝跡が巡り、隣接した位置にほぼ平行して建て

られていることから関連があるものと考えられる。

奈良時代と考えられる掘立柱建物跡は２棟で、第

32・43号掘立柱建物跡である。第32号掘立柱建物跡

は東区に位置する。２間×３間で東西に庇を持つ大

型の建物跡である。主軸は南北方向にあり、南側に

は「Ｌ」字状に建物周囲に巡る溝跡が存在する。第

43号掘立柱建物跡は西区の中央付近に位置し２間×

３間の建物跡である。

平安時代と考えられる掘立柱建物跡は６棟で、第

28～30・33・37・38号掘立柱建物跡である。

第28・29・30号掘立柱建物跡は西区一面で検出さ

れた。第28号掘立柱建物跡は北側中央に位置する。

建物跡は細長い平安時代の区画溝の内側に位置して

いると考えられる。区画溝は、第268号溝跡で西区一

面のＤ・Ｅ―19、Ｆ―19～23グリッドに位置し、調

査区内に「コ」の字状に確認できた。西側部分が調

査区外に伸びることから全体像はつかめない。本建

物跡は、区画溝の南北方向に走る東側部分が途切れ、

北側と南側に分かれる位置に存在する。

第29・30号掘立柱建物跡は区画溝の南辺部分の区

画外に位置する。建物跡の軸方向は区画溝の南辺と

ほぼ平行して建つ。両建物跡の規模は異なる。第29

号掘立柱建物跡は１間×３間で梁間の長い建物跡で

ある。また、第30号掘立柱建物跡は２間×２間でや

や柱間が不規則な間隔である。

第33号掘立柱建物跡は東区の北側に位置する。２

間×３間の南北棟の建物である。総柱建物跡であり、

北側に半間程の庇が伸びる。

第37・38号掘立柱建物跡は西区の北東端に位置す

る。二棟が重複し建て替が行われた建物跡である。

柱穴の切り合い関係から第38号掘立柱建物跡が新

しい建物跡であることが判断された。両建物跡は本

調査区から検出された唯一の東西棟の建物跡であ

る。

中世の時期と考えられる掘立柱建物跡は２棟で、

第34・36号掘立柱建物跡である。中世の建物跡は極

めて検出数が少ないが、多くに柱穴が存在し建物跡

としての組み合わせが不明ではあるものの多数存在

していたものと推定される。また、中世の遺構とし

ては、整然と区画された規模の大きな薬研堀の溝跡、
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第257図 掘立柱建物跡・柱穴列全体図 西区
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第258図 掘立柱建物跡・柱穴列全体図 東区
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数多くの井戸跡、土坑などが存在している。

以下、各掘立柱建物跡について記載する。

第28号掘立柱建物跡（第259図）

西区一面Ｅ・Ｆ―20・21グリッドに位置する。建

物跡の中央部分に第144号井戸跡が重複する。

建物跡は桁行３間×梁行２間で、規模は桁行が

6.25ⅿ、梁行が3.87ⅿである。柱間は、桁行で1.60

～2.47ⅿ（平均2.07ⅿ）、梁行で2.00～1.80ⅿ（平均

1.90ⅿ）である。桁方向は、Ｎ―97°―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径59㎝、深さ37.5㎝、Ｐ

2が径45㎝、深さ47.8㎝、Ｐ3が径63㎝、深さ46.7㎝、

Ｐ4が径58㎝、深さ50.1㎝、Ｐ5が径68㎝、深さ25.6

㎝、Ｐ6が径47㎝、深さ39.7㎝、Ｐ7が径40㎝、深さ

22.3㎝、Ｐ8が径45㎝、深さ38.9㎝である。

出土遺物は、Ｐ1からは土師器の甕が10片ほど出

土したが、図化できない。Ｐ2は遺物なし。Ｐ3から

は須恵器の甕小片や土師器の甕が出土したがやはり

図化できない。Ｐ4からは土師器の小片が10片ほど

出土したが、図化できない。Ｐ5は遺物が多く、須恵

器の が数片出土し、糸切りの底部破片が出土して

いる。このほか小片が20点ほどある。Ｐ6からは土師

器の甕、須恵器の ・甕の破片が出土した。甕の内

面は当て具なし。Ｐ7からは土師器の小片が15片ほ

ど出土しているが、図化できなかった。Ｐ8からは、

土師器の小片が８片ほどと、須恵器の の破片が出

土しているが、図化できなかった。このほか砥石を

検出した。

第29号掘立柱建物跡（第261図）

西区一面Ｅ―23・24、Ｆ―24グリッドに位置する。

建物跡の中央部分には第223号土坑が重複する。

建物跡は桁行４間×梁行１間で、規模は桁行が

6.24ⅿ、梁行が3.76ⅿである。柱間は、桁行で0.80

～2.27ⅿ（平均1.56ⅿ）である。桁方向は、Ｎ―87°

―Ｅである。桁行は、Ｐ1とＰ3の柱間にＰ2が存在し、

柱間を短くしている。北東コーナーの柱穴は検出で

きなかった。また、梁行が長い。

各ピットの規模は、Ｐ1が径45㎝、深さ52.7㎝、Ｐ2

が径58㎝、深さ44.1㎝、Ｐ3が径40㎝、深さ59.2㎝、

Ｐ4が径63㎝、深さ56.6㎝、Ｐ5が径60㎝、深さ55.3

㎝、Ｐ6が径52㎝、深さ51.3㎝、Ｐ7が径74㎝、深さ

57.8㎝、Ｐ8が径48㎝、深さ54.2㎝、Ｐ9が径50㎝、

深さ36.4㎝である。

出土遺物は、Ｐ1からは羽釜の胴部片が出土した。

ほかに、土師器の甕の破片が20片ほど、須恵器の底

部糸切りの 、大甕の破片は当て具ありとなしの両

方がある。Ｐ2からは土師器の甕、 の破片が20片ほ

ど出土した。Ｐ3からは土師器の小片が10片ほど、須

恵器の の破片が出土した。Ｐ4からは、土師器の小

片が30片ほど、須恵器の 、壺の小片が出土した。

Ｐ5からは、土師器の甕の破片が10片ほど出土した

が、図化できなかった。Ｐ7からは、土師器の甕、

の破片８片ほど、須恵器の 片が出土した。Ｐ8から

は、土師器の甕、 など７片ほどが出土した。Ｐ9か

らは、土師器の 、甕の小片が10片ほど、須恵器の

の破片が出土した。

第30号掘立柱建物跡（第263図）

西区一面Ｆ―23・24、Ｇ―23・24グリッドに位置

する。建物跡西よりには第220号土坑が重複する。

建物跡は桁行２間×梁行２間で、規模は桁行が

4.64ⅿ、梁行が4.56ⅿである。柱間は、桁行で1.74

～2.90ⅿ（平均2.32ⅿ）、梁行で1.70～2.94ⅿ（平均

2.32ⅿ）である。桁方向は、Ｎ―85°―Ｅである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径45㎝、深さ38㎝、Ｐ2

が径41㎝、深さ52.2㎝、Ｐ3が径37㎝、深さ45.3㎝、

Ｐ4が径35㎝、深さ45.5㎝、Ｐ5が径32㎝、深さ54㎝、

Ｐ6が径55㎝、深さ35.8㎝、Ｐ7が径40㎝、深さ45㎝、

Ｐ8が径47㎝、深さ53.4㎝である。

出土遺物は、Ｐ1からは土師器の が１片出土し

た。Ｐ2からは土師器の小片が15片、須恵器の ・甕

が４片出土した。甕は当て具のあるものとないもの

がある。Ｐ3からは土師器の の小片が15片、須恵器
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の が出土した。Ｐ4からは、須恵器を含む小片が５

片出土したが、図化できなかった。Ｐ5からは土師器

の小片が10片、須恵器の １点が出土した。Ｐ6から

は、土師器と須恵器の小片が10ほど出土したが、図

化できなかった。Ｐ7からは土師器の破片が10片ほ

ど、須恵器の ３片、甕２片（当て具なし）が出土

した。Ｐ8からは、土師器の破片が10点ほど、灰釉陶

器が出土した。

第259図 第28号掘立柱建物跡

第88表 第28号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第260図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 ― ［1.3］ (5.3) 破片 白粒 針 良好 灰 Ｐ5 南比企産

2 須恵器 蓋 ― ［2.2］ ― 破片 白粒 良好 灰 Ｐ1 南比企産 219

3 石製品 砥石 幅［3.3］長［5.2］厚1.35 1/2 Ｐ5 220

第260図 第28号掘立柱建物跡出土遺物
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29号掘立柱建物跡と同時期くらいと考えられる。

第31号掘立柱建物跡（第265図）

東区Ｌ―20グリッドに位置する。建物跡北西側は、

第290号溝跡と重複する。

第261図 第29号掘立柱建物跡

第89表 第29号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第262図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 ― ［3.3］ (5.4) 底部破片 雲 白粒 黒粒 不良 淡橙 Ｐ5

2 山茶碗 碗 ― ［1.0］ (8.2) 破片 白粒 針 普通 灰黄 Ｐ1・Ｐ3 213

第262図 第29号掘立柱建物跡出土遺物
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建物跡は桁行１間×梁行１間で、規模は桁行が

2.38ｍ、梁行が1.94ⅿである。桁方向は、Ｎ―103°

―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径72㎝、深さ49.4㎝、Ｐ

2が径65㎝、深さ62.3㎝、Ｐ3が径63㎝、深さ46.4㎝、

Ｐ4が径58㎝、深さ54㎝である。

出土遺物は、Ｐ1からはＰ2と同一個体とみられる

破片が出土している。須恵器甕の破片も出土してい

る。Ｐ2からは焼きの白い土器片が２片出土し、Ｐ4

からは土師器甕の胴部破片が出土している。

第263図 第30号掘立柱建物跡

第90表 第30号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第264図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 (14.4) ［3.5］ ― 破片 角 砂粒 黒粒 不良 にぶい黄橙 Ｐ7

2 灰釉陶器 ― ［2.2］ (6.6) 1/5 白粒 黒粒 良好 灰白 Ｐ8 浜北 213

第264図 第30号掘立柱建物跡出土遺物
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第32号掘立柱建物跡（第268・269図）

東区Ｊ・Ｋ―19・20グリッドに位置する。建物跡

の南側には第325号溝跡がほぼ同じ軸をもって東西

方向に位置し関連があると考えられる。

建物跡は桁行３間×梁行２間で、東西にそれぞれ

庇を持つ。規模は母屋の桁行が8.18ⅿ、梁行が5.01

ⅿである。東西の庇部分まで含めると9.17ⅿであ

る。柱間は、桁行で2.75～3.10ⅿ（平均2.88ⅿ）、梁

行で2.35～2.65ⅿ（平均2.50ⅿ）である。桁方向は、

Ｎ―88°―Ｗである。母屋から庇までは、西2.90ⅿ～

5.26ⅿ、東2.60～2.87ⅿである。

東側の柱穴列Ｐ6～Ｐ9には柱材が残存していた。

各ピットの規模は、Ｐ1が径75㎝、深さ67.5㎝、Ｐ

2が径91㎝、深さ66.2㎝、Ｐ3が径128㎝、深さ70.5㎝、

Ｐ4が径103㎝、深さ63.7㎝、Ｐ5が径92㎝、深さ62㎝、

Ｐ6が径52㎝、深さ79.8㎝、Ｐ7が径102㎝、深さ78.6

第265図 第31号掘立柱建物跡

第91表 第31号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第266図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 甕 ― ― ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 Ｐ1

第266図 第31号掘立柱建物跡出土遺物
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㎝、Ｐ8が径95㎝、深さ72.8㎝、Ｐ9が径70㎝、深さ

57㎝、Ｐ10が径76㎝、深さ55.6㎝、Ｐ11が径35㎝、

深さ46.1㎝、Ｐ12が径25㎝、深さ25㎝、Ｐ13が径30

㎝、深さ54.5㎝、Ｐ14が径46㎝、深さ9.5㎝、Ｐ15が

第267図 第32号掘立柱建物跡出土遺物

第92表 第32号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第267図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 ― ［1.0］ (6.0) 破片 砂粒 赤粒 白粒 黒粒 良好 にぶい赤褐 Ｐ5 南比企産

2 須恵器 ― ［0.8］ (7.6) 底部1/4 石英 白粒 針 普通 灰 Ｐ8 南比企産

3 須恵器 ― ［1.6］ (6.4) 底部破片 針 黒粒 良好 灰 Ｐ7 南比企産

4 木製品 柱 幅13.0 長57.2 厚10.8 樹種 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 Ｐ7 163

5 木製品 柱 幅10.1長［17.7］厚［6.8］ 樹種 コナラ属コナラ亜属コナラ節 Ｐ9 163

6 木製品 柱 幅［12.3］長［23.2］厚［9.0］ 樹種 コナラ属コナラ亜属コナラ節 Ｐ8 163

7 木製品 柱 幅15.6 長49.2 厚15.6 樹種 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 Ｐ6 163
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第268図 第32号掘立柱建物跡（1)
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径31㎝、深さ34.4㎝、Ｐ16が径35㎝、深さ34.4㎝、

Ｐ17が径28㎝、深さ45.6㎝である。

出土遺物は、Ｐ1からは土師器の甕や 10片ほど

が出土した。Ｐ2からは土師器の 、甕などが５片出

土している。また、須恵器の甕の破片が１片あるが

図化できない。Ｐ3からは土師器の小片が７片ほどの

ほか、須恵器の 、甕の小片も２片出土した。Ｐ4か

らは土師器の小片が５片、須恵器の甕の破片が２片、

第269図 第32号掘立柱建物跡（2)
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第270図 第33号掘立柱建物跡
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の破片が５片出土した。Ｐ5からは、土師器および

須恵器の小片が10片ほど出土した。Ｐ7からは土師

器の小片、須恵器の が出土した。須恵器の の底

部は糸切り。Ｐ8からは土師器の甕・ の破片が８片、

須恵器の甕１・ ３点が出土している。Ｐ14からは

土師器の小破片、須恵器の破片が出土したが図化で

きなかった。

第33号掘立柱建物跡（第270図）

東区Ｊ―18、Ｋ―18・19グリッドに位置する。建

物跡の西側には第130・301・302号溝跡が位置する。

建物は桁行４間×梁行２間で、規模は桁行が7.05

ⅿ、梁行が4.16ⅿであ

る。さらに北側には半間

ほどの庇が付き8.07ⅿ

である。母屋から庇まで

は、1.80ⅿ～1.96ⅿであ

る。柱間は、桁行で2.40

～2.50ⅿ（平均2.47ⅿ）、

梁行で2.14～2.02ⅿ（平

均2.08ⅿ）である。桁方

向は、Ｎ―113°―Ｗであ

る。各ピットの規模は、

Ｐ1が径30㎝、深さ10.8

㎝、Ｐ2が径35㎝、深さ

11.5㎝、Ｐ3が径33㎝、深

さ32.4㎝、Ｐ4が径33㎝、

深さ48.1㎝、Ｐ5が径33

㎝、深さ46.1㎝、Ｐ6が径

30㎝、深さ39.2㎝、Ｐ7が

径29㎝、深さ74.6㎝、Ｐ

8が径33㎝、深さ10.8㎝、

Ｐ9が径30㎝、深さ29.2

㎝、Ｐ10が径35㎝、深さ

55.8㎝、Ｐ11が径36㎝、

深さ20.6㎝、Ｐ12が径30

㎝、深さ16.6㎝、Ｐ13が

径23㎝、深さ25.2㎝、Ｐ

第93表 第33号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第271図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 ― ［1.0］ (5.6) 底部破片 赤粒 白粒 不良 橙 Ｐ11 在地

第271図 第33号掘立柱建物跡出土遺物

第272図 第34号掘立柱建物跡
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14が径25㎝、深さ19.5㎝、Ｐ15が径26㎝、深さ19㎝

である。

出土遺物は、Ｐ3、Ｐ4、Ｐ9、Ｐ11で遺物が出土し

たが、図化できなかった。須恵器も出土している。

第34号掘立柱建物跡（第272図）

西区一面Ｈ―25グリッドに位置する。建物跡の西

側は調査区域外であるため全体の規模は不明であ

る。

建物は桁行２間×梁行１間で、規模は桁行が3.62

ⅿ、梁行が2.40ⅿである。柱間は、桁行で1.84～1.78

ⅿ（平均1.81ⅿ）である。桁方向は、Ｎ―10°―Ｅで

ある。

各ピットの規模は、Ｐ1が径43㎝、深さ49.6㎝、Ｐ

2が径48㎝、深さ39.9㎝、Ｐ3が径43㎝、深さ45.9㎝、

Ｐ4が径37㎝、深さ57.7㎝、Ｐ5が径24㎝、深さ38.5

㎝である。

出土遺物は検出されなかった。

第35号掘立柱建物跡 欠番

第36号掘立柱建物跡（第273図）

西区一面Ｈ―24・25グリッドに位置する。建物の

中央に第373号溝跡、第318号土坑が重複する。

建物跡は桁行２間×梁行１間で、規模は桁行が

3.46ⅿ、梁行が1.84ⅿである。柱間は、桁行で1.71

～1.74ⅿ（平均1.73ⅿ）である。桁方向は、Ｎ―87°

―Ｅである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径42㎝、深さ36.8㎝、Ｐ

2が径40㎝、深さ39.4㎝、Ｐ3が径45㎝、深さ26.7㎝、

Ｐ4が径20㎝、深さ38.2㎝、Ｐ5が径62㎝、深さ38㎝、

Ｐ6が径30㎝、深さ20.4㎝である。

出土遺物は、Ｐ2からのみ遺物の出土がみられ、中

世の遺物が出土しているが図化できなかった。

第273図 第36号掘立柱建物跡
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第37号掘立柱建物跡（第274図）

西区二面Ｇ―19、Ｈ―19グリッドに位置する。第

38号掘立柱建物跡と重複する。

建物跡は桁行５間×梁行１間で、規模は桁行が

5.94ⅿ、梁行が1.22ⅿである。柱間は、桁行で1.02

～1.38ⅿ（平均1.19ⅿ）である。桁方向は、Ｎ―98°

―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径54㎝、深さ23.8㎝、Ｐ2

が径59㎝、深さ42.1㎝、Ｐ3が径52㎝、深さ34.2㎝、

Ｐ4が径52㎝、深さ40.2㎝、Ｐ5が径52㎝、深さ38.1
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第274図 第37号掘立柱建物跡

第275図 第37号掘立柱建物跡出土遺物

第94表 第37号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第275図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 甕 ― ［12.2］ ― 破片 長石 赤粒 白粒 良好 灰 南比企産 219



㎝、Ｐ6が径58㎝、深さ32.1㎝、Ｐ7が径51㎝、深さ

35.4㎝、Ｐ8が径62㎝、深さ42.5㎝、Ｐ9が径32㎝、

深さ28.7㎝、Ｐ10が径46㎝、深さ47.1㎝である。

出土遺物は、Ｐ3～Ｐ10から出土した。いずれも小

片で、ほとんど土師器である。須恵器は糸切りのも

のがみられる。図化できたのは須恵器の大甕の破片

のみ（第275図１）。このほか、Ｐ4からは扁平な礫が

重なりあって出土。Ｐ7では甕の口縁部がみられた。

第38号掘立柱建物跡（第276図）

西区二面Ｇ―19、Ｈ―19グリッドに位置する。第

37号掘立柱建物跡と重複する。第204号土坑によっ

て切られている。

建物跡は桁行４間×梁行１間で、規模は桁行が

5.23ⅿ、梁行が1.88ⅿである。柱間は、桁行で0.75

～1.83ⅿ (平均1.31ⅿ)である。桁方向は、Ｎ―106°

―Ｗである。東側のＰ5とＰ7の柱間の中間にあたる

半間の位置でＰ6を検出した。Ｐ3と対の位置であ

る。

各ピットの規模は、Ｐ1が径38㎝、深さ58.7㎝、Ｐ2

が径38㎝、深さ46.9㎝、Ｐ3が径23㎝、深さ28.7㎝、

Ｐ4が径52㎝、深さ40.2㎝、Ｐ5が径41㎝、深さ38.6

㎝、Ｐ6が径33㎝、深さ42㎝、Ｐ7が径27㎝、深さ13.3

㎝、Ｐ8が径35㎝、深さ39.6㎝、Ｐ9が径29㎝、深さ

39.6㎝である。

出土遺物は、Ｐ2、Ｐ4、Ｐ5、Ｐ7、Ｐ8から出土し

たが、全体的に量は少ない。土師器が多く、甕がみ

られる。Ｐ8では須恵器の大甕の破片があり、Ｐ4で

は特に大片が出土した。

第39号掘立柱建物跡 欠番

第276図 第38号掘立柱建物跡
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第40号掘立柱建物跡（第277図）

西区二面Ｆ・Ｇ―22グリッドに位置する。古墳時

代後期の居住域を巡る第411号溝跡の東側コーナー

部分にあたる位置で検出した。

建物跡は桁行１間×梁行１間で、規模は桁行が

2.38ⅿ、梁行が2.10ⅿである。桁方向は、Ｎ―57°―Ｅ

である。

各ピットの規模は、Ｐ1が径66㎝、深さ38.1㎝、Ｐ2

が径57㎝、深さ54㎝、Ｐ3が径35㎝、深さ46.2㎝、Ｐ4

が径65㎝、深さ47.3㎝である。

出土遺物は、Ｐ1、Ｐ2、Ｐ4から数点出土した。遺

物はいずれも土師器の甕の破片で、鬼高のようだが、

図化できるものはなかった。遺構の時期は不明。

第41号掘立柱建物跡（第278・279図）

西区二面Ｅ―20・21・22、Ｆ―21グリッドに位置

する。奈良時代の溝跡と考えられる第390号溝跡が

Ｐ2を切り込んでいる。

建物跡は桁行４間×梁行４間で、規模は桁行が

8.25ⅿ、梁行が7.52ⅿである。柱間は、桁行で1.68

～2.10ⅿ（平均1.88ⅿ）、梁行で1.64～3.180ⅿ（平

均2.70ⅿ）である。桁方向は、Ｎ―121°―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径60㎝、深さ57.7㎝、Ｐ2

が径73㎝、深さ62.6㎝、Ｐ3が径67㎝、深さ37.1㎝、

Ｐ4が径74㎝、深さ58.7㎝、Ｐ5が径67㎝、深さ49㎝、

Ｐ6が径58㎝、深さ51.3㎝、Ｐ7が径54㎝、深さ67.1

㎝、Ｐ8は第207号井戸跡によって切られている。Ｐ

9が径54㎝、深さ20㎝、Ｐ10が径70㎝、深さ53㎝、Ｐ

11が径75㎝、深さ70.9㎝、Ｐ12が径88㎝、深さ73.4

㎝、Ｐ13が径94㎝、深さ48.4㎝、Ｐ14が径74㎝、深

さ55.7㎝、Ｐ15が径68㎝、深さ38.2㎝、Ｐ16が径76

㎝、深さ57㎝、Ｐ17が径76㎝、深さ54.5㎝である。

出土遺物は、Ｐ1～Ｐ4、Ｐ6、Ｐ10～Ｐ14から出土

したが、土師器がほとんどで須恵器は極めて少ない。

第277図 第40号掘立柱建物跡
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第278図 第41号掘立柱建物跡（1)
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が径56㎝、深さ51㎝、Ｐ3が径54㎝、深さ52㎝、Ｐ4

が径60㎝、深さ42㎝、Ｐ5が径68㎝、深さ51.3㎝、Ｐ6

が径70㎝、深さ40.5㎝、Ｐ7が径51㎝、深さ47.4㎝、

Ｐ8が径50㎝、深さ28.8㎝、Ｐ9が径28㎝、深さ35㎝、

Ｐ10が径67㎝、深さ44.8㎝である。

出土遺物は、第282図１は須恵器蓋、２は土師器

で、遺物はいずれも奈良時代の所産である。

第95表 第41号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第280図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 (10.0) ［2.2］ ― 破片 雲 褐粒 不良 にぶい黄橙 Ｐ12 北武蔵型

2 土師器 (10.0) ［1.9］ ― 破片 雲 砂粒 赤粒 良好 にぶい橙 Ｐ12 放射状暗文

3 土師器 (12.0) ［2.2］ ― 口縁破片 角 白粒 黒粒 良好 橙 Ｐ12 北武蔵型

4 土師器 (13.0) ［1.8］ ― 破片 長石 石英 普通 赤 Ｐ10赤彩 続比企型

5 土師器 甕 (19.9) ［2.8］ ― 破片 雲 石英 普通 にぶい黄褐 Ｐ13

第279図 第41号掘立柱建物跡（2)

第280図 第41号掘立柱建物跡出土遺物

― ―301



第44号掘立柱建物跡 欠番

第45号掘立柱建物跡（第283図）

西区二面Ｆ・Ｇ―26グリッドに位置する。第419号

溝跡に切られている。このため西側コーナー部分の

柱穴が検出できなかった。

建物は桁行２間×梁行２間で、規模は桁行が3.14

ⅿ、梁行が3.02ⅿである。柱間は、桁行で1.46～1.57

ⅿ（平均1.51ⅿ）、梁行で1.60～1.33ⅿ（平均1.47ⅿ）

である。桁方向は、Ｎ―53°―Ｅである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径72㎝、深さ46㎝、Ｐ2

が径76㎝、深さ38.4㎝、Ｐ3が径73㎝、深さ57.9㎝、

Ｐ4が径66㎝、深さ25.3㎝、Ｐ5が径67㎝、深さ47.4

㎝、Ｐ6が径58㎝、深さ10㎝、Ｐ7が径64㎝、深さ57

㎝、Ｐ8が径68㎝、深さ23.7㎝である。

出土遺物は検出されなかったが、平安時代の第

419号溝跡に切られており、第372号溝跡に平行して

第281図 第43号掘立柱建物跡

第96表 第43号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第282図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 蓋 (19.0) ［1.6］ ― 破片 砂粒 白粒 良好 灰 Ｐ8

2 土師器 (16.0) ［2.3］ ― 破片 雲 砂粒 白粒 黒粒 良好 橙 Ｐ6

第282図 第43号掘立柱建物跡出土遺物
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建てられていることなどから古墳時代後期末の時期

が考えられる。

第46号掘立柱建物跡（第284図）

西区二面Ｅ―24・25グリッドに位置する。西側は

調査区域外に伸び第47号掘立柱建物跡と重複する。

建物は桁行３間×梁行２間で、規模は桁行が5.00

ⅿ、梁行が（2.44ⅿ）である。柱間は、桁行で1.35

～1.93ⅿ（平均1.67ⅿ）である。桁方向は、Ｎ―102°

―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径58㎝、深さ16.9㎝、Ｐ2

が径95㎝、深さ29.2㎝、Ｐ3が径67㎝、深さ16.6㎝、

Ｐ4が径82㎝、深さ25㎝、Ｐ5が径81㎝、深さ39㎝、

Ｐ6が径56㎝、深さ18.6㎝である。

出土遺物は検出されなかった。

第47号掘立柱建物跡（第286図）

西区二面Ｅ―25グリッドに位置する。第47号掘立

柱建物跡と重複する。

建物は桁行１間×梁行１間で、規模は桁行が2.60

ⅿ、梁行が2.00ⅿである。桁方向は、Ｎ―129°―Ｗで

ある。

各ピットの規模は、Ｐ1が径56㎝、深さ20.3㎝、Ｐ2

が径73㎝、深さ40.9㎝、Ｐ3が径61㎝、深さ24.3㎝、

第283図 第45号掘立柱建物跡
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Ｐ4が径65㎝、深さ21.8㎝である。

出土遺物は、第285図に図示した土師器甕の底部

である。底径小さく「コ」の字甕の底部と見られる。

第48号掘立柱建物跡 欠番

第49号掘立柱建物跡（第287図）

東区Ｍ―23グリッドに位置する。東側に検出した

第524号溝跡と平行する。また、北側には第９・10

号柱穴列が隣接する。

建物は桁行２間×梁行２間で、規模は桁行が2.20

ⅿ、梁行が2.06ⅿである。柱間は、桁行で1.00～1.20

ⅿ（平均1.10ⅿ）、梁行で0.97～1.10ⅿ（平均1.04ⅿ）

である。桁方向は、Ｎ―73°―Ｅである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径53㎝、深さ21㎝、Ｐ2

が径40㎝、深さ38.1㎝、Ｐ3が径62㎝、深さ44.8㎝、

Ｐ4が径60㎝、深さ21.2、Ｐ5が径42㎝、深さ23.5㎝、

Ｐ6が径45㎝、深さ38.8㎝である。

出土遺物は土師器破片を少量検出した。

第284図 第46号掘立柱建物跡

第97表 第47号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第285図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 甕 ― ［2.0］ (6.1) 底部破片 雲 赤粒 白粒 普通 にぶい赤褐 Ｐ4

第285図 第47号掘立柱建物跡出土遺物
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第286図 第47号掘立柱建物跡

第287図 第49号掘立柱建物跡
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４．柱穴列
下田町遺跡第３次調査において、９条の柱穴列を

検出した。

第１号柱穴列および第２号柱穴列は中世の薬研堀

である第278号溝跡と平行する。しかし、第１・２号

柱穴列の南側には平安時代の第348号溝跡が平行し

て走る。いずれかの溝跡を意識したものと考えられ

る。出土遺物がなく正確な時期までは不明であるが、

各柱穴は規模も小さく、特に、第１号柱穴列のＰ1は

掘り方が方形であることなどから中世の遺構の可能

性が指摘できる。

第３号柱穴列および第４号柱穴列は南北方向に並

ぶ柱穴列として確認した。両柱穴列に平行して、第

345号溝跡が南北方向に走り、第３号柱穴列は溝跡の

東側にあたり、第４号柱穴列は溝跡の西側にあたる。

このことから、柱穴列と溝跡の関連が考えられるが、

出土遺物もなく時期は不明である。

第５号柱穴列の西側には第４号溝跡が位置する。

周辺には同じ規模の柱穴も確認でき、必ずしも柱穴

列とは断定できない面もある。第６号柱穴列および

第７号柱穴列も同様に、周辺には同じ規模の柱穴も

確認でき、建物跡の一部の可能性もあり、必ずしも

柱穴列とは断定できない面もある。

また、東区で検出された第８号柱穴列および第９

号柱穴列も、周辺に同じ規模の柱穴が数多く確認さ

れ、建物跡の一部の可能性もあり、必ずしも柱穴列

とは断定できない面もある。

第１号柱穴列（第288図）

西区二面Ｈ・Ｉ―23グリッドに位置する。北側に

は、第278号溝跡が平行する。また、南側には、第348

号溝跡が位置し、これら、いずれかの溝跡を意識し

て造られていたものと考えられる。

柱穴列の規模は、１間と短いが、柱間の距離は全

長2.90ⅿである。軸方向はＮ―85°―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径27㎝、深さ18㎝、Ｐ2

が径30㎝、深さ18㎝である。

第２号柱穴列（第288図）

西区二面Ｉ―23グリッドに位置する。北側には、

第278号溝跡が平行する。また、南側には、第348号

溝跡が位置し、これら、いずれかの溝跡を意識して

造られていたものと考えられる。

柱穴列の規模は、３本の柱穴で構成されている。

各柱間は、Ｐ1～Ｐ2は2.4ⅿ、Ｐ2～Ｐ3は4.68ⅿで、

全長7.08ⅿ（柱間平均3.54ⅿ）である。軸方向は、

Ｎ―87°―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径26㎝、深さが22.9㎝、

Ｐ2が径33㎝、深さ22.4㎝、Ｐ3が径34㎝、深さ49.5

㎝である。

出土遺物は検出されなかった。

第３号柱穴列（第288図）

西区二面Ｉ―24・25グリッドに位置する。南北方

向にピットを確認した。西側には第345号溝跡が南

北方向に走り関連が考えられる。

柱穴列の規模は、３本の柱穴で構成されている。

各柱間は、Ｐ1～Ｐ2は1.40ⅿ、Ｐ2～Ｐ3は2.02ⅿで、

全長3.42ⅿ（柱間平均1.71ⅿ）である。軸方向は、

Ｎ―１°―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径31㎝、深さ35.2㎝、Ｐ2

が径28㎝、深さ41.4㎝、Ｐ3が径26㎝、深さ33.2㎝で

ある。

出土遺物は検出されなかった。

第４号柱穴列（第288図）

西区二面Ｈ―25・26グリッドに位置する。南北方

向にピットを確認した。東側には第345号溝跡が南

北方向に走り関連が考えられる。

柱穴列の規模は、３本の柱穴で構成されている。

各柱間は、Ｐ1～Ｐ2は1.93ⅿ、Ｐ2～Ｐ3は1.90ⅿで、

全長3.83ⅿ（柱間平均1.92ⅿ）である。軸方向は、

Ｎ―20°―Ｅである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径31㎝、深さ48.1㎝、Ｐ2
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第288図 柱穴列（1)
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第289図 柱穴列（2)
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が径30㎝、深さ35.8㎝、Ｐ3が径29㎝、深さ33.5㎝で

ある

出土遺物は検出されなかった。

第５号柱穴列（第288図）

西区二面Ｇ―21・22グリッドに位置する。西側に

は第４号溝跡が位置するが、周辺には同じ規模の柱

穴も確認でき、建物跡の一部の可能性もある。必ず

しも柱穴列とは断定できない面もある。

柱穴列の規模は、４本の柱穴で構成されている。

各柱間は、Ｐ1～Ｐ2は0.91ⅿ、Ｐ2～Ｐ3は1.24ⅿ、

Ｐ3～Ｐ4は1.12ⅿで、全長3.27ⅿ（柱間平均1.09ⅿ）

である。軸方向は、Ｎ―11°―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径105㎝、深さ33.9㎝、

Ｐ2が径57㎝、深さ59.5㎝、Ｐ3が径61㎝深さ66.3㎝、

Ｐ4が径53㎝、深さ78.3㎝である。

出土遺物は検出されなかった。

第６号柱穴列（第289図）

西区二面Ｆ―21グリッドに位置する。周辺には同

じ規模の柱穴も確認でき、建物跡としての一部の可

能性もある。必ずしも柱穴列とは断定できない面も

ある。

柱穴列の規模は、４本の柱穴で構成されている。

各柱間は、Ｐ1～Ｐ2は1.90ⅿ、Ｐ2～Ｐ3は2.21ⅿ、

Ｐ3～Ｐ4は1.92ⅿで、全長6.03ⅿ（柱間平均2.01ⅿ）

である。軸方向は、Ｎ―55°―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径45㎝、深さ21.6㎝、Ｐ2

が径50㎝、深さ25.6㎝、Ｐ3が径52㎝、深さ51.1㎝、

Ｐ4が径27㎝、深さ15.9㎝である。

出土遺物は検出されなかった。

第７号柱穴列（第289図）

西区二面Ｆ―21・22グリッドに位置する。周辺に

は同じ規模の柱穴も確認でき、建物跡としての一部

の可能性もある。必ずしも柱穴列とは断定できない

面もある。

柱穴列の規模は、３本の柱穴で構成されている。

各柱間は、Ｐ1～Ｐ2は2.56ⅿ、Ｐ2～Ｐ3は2.57ⅿで、

全長5.13ⅿ（柱間平均2.57ⅿ）である。軸方向は、

Ｎ―36°―Ｅである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径54㎝、深さ37.5㎝、Ｐ2

が径56㎝、深さ35.9㎝、Ｐ3が径67㎝深さ46㎝であ

る。

出土遺物は検出されなかった。

第８号柱穴列（第289図）

東区Ｎ―23グリッドに位置する。周辺には同じ規

模の柱穴も確認でき、建物跡としての一部の可能性

もある。必ずしも柱穴列とは断定できない面もある。

柱穴列の規模は、３本の柱穴で構成されている。

各柱間は、Ｐ1～Ｐ2は1.43ⅿ、Ｐ2～Ｐ3は1.45ⅿで、

全長2.88ⅿ（柱間平均1.44ⅿ）である。軸方向は、

Ｎ―41°―Ｗである。

各ピットの規模は、Ｐ1が径49㎝、深さ47.5㎝、Ｐ2

が径39㎝、深さ26.8㎝、Ｐ3が径38㎝、深さ19.8㎝で

ある。

出土遺物は検出されなかった。

第９号柱穴列（第289図）

東区Ｍ―23グリッドに位置する。周辺には同じ規

模の柱穴も確認でき、建物跡としての一部の可能性

もある。必ずしも柱穴列とは断定できない面もある。

柱穴列の規模は、５本の柱穴で構成されている。

各柱間は、Ｐ1～Ｐ2は2.10ⅿ、Ｐ2～Ｐ3は2.01ⅿ、

Ｐ3～Ｐ4は2.18ⅿ、Ｐ4～Ｐ5は2.28ⅿで、全長8.57

ⅿ（柱間平均2.15ⅿ）である。軸方向は、Ｎ―48°―Ｅ

である。

各ピットの規模は、Ｐ1が径25㎝、深さ35.6㎝、Ｐ2

が径23㎝、深さ10.6㎝、Ｐ3が径30㎝、深さ30.1㎝、

Ｐ4が径35㎝、深さ22.5㎝、Ｐ5が径34㎝、深さ26.8

㎝である。

出土遺物は検出されなかった。

― ―309



５．井戸跡
井戸跡は、古墳時代から中世のものにまで及び、

第３次調査では171基検出された。第２次調査で検

出されたものと合わせると合計302基になる。

第213号井戸跡、第216号井戸跡、第286号井戸跡の

３基を除いて、井戸枠は検出されなかった。井戸枠

が検出されない井戸跡の中には、井戸枠材の木片な

どが数点出土する井戸跡もあり、全てが素掘りの井

戸というのではなく、井戸枠が片づけられた井戸も

あったと思われる。

井戸枠にもさまざまなものがあり、検出された３

基も、中央に曲物を据えて、その周囲を縦に打ち込

んだ長い杭で補強した第213号井戸跡、井戸枠横木

が井桁状に組まれた第216号井戸跡、底部に曲物が

据えられた第286号井戸跡とそれぞれに異なる井戸

枠を構築している。

井戸跡の形態は円形や楕円形が多く、第259号井

戸跡のような方形の井戸跡も数基検出された。断面

形には筒形、漏斗形、箱形、フラスコ形が確認され

た。規模は直径38～363㎝と大小さまざまだが、第２

次調査の成果においても指摘されていたように、中

世の井戸跡に規模の大きいものが多い傾向が今回も

みられる。調査時にも、確認面から１ⅿほど掘り下

げると壁面は青灰色の砂層に変わり、水が湧いたこ

とから、これらの井戸が使用されていた時期にも、

地下1.5ⅿほど掘れば豊富な水が得られたのではな

いかと思われる。しかし反面、砂質層まで掘ると側

壁が崩れやすくなり、調査中も、壁崩落の危険性を

考慮して、底部までの調査を断念せざるを得ない井

戸跡も多かった。井戸跡が数多く掘削されているの

は、井戸跡がつくられた当時も底部付近は崩れやす

かったため、崩れては掘り直した結果かもしれない。

出土遺物は、多量に出土するものとほとんど何も

出土しない井戸跡とに分かれる。

各時期における井戸跡の数の内訳は、可能性があ

ると判断されるものも含め、古墳時代後期の可能性

があるもの３基、古墳時代後期～奈良時代が３基、

古墳時代末期が１基、奈良時代が13基、平安時代が

70基、奈良・平安時代が１基、平安時代以降が３基、

中世が43基である。また、遺物が少なく、時期のわ

からないものは34基あった。

第132号井戸跡（第293図）

西区一面で確認され、Ｆ―19グリッドに位置して

いる。上層を南北に縦断する第269号溝跡に切られ

ている。平面形は円形で、規模は直径188㎝、深さは

約110㎝までしか掘削できなかった。断面形は漏斗

形である。

出土遺物は少なく、混入とみられる遺物が多かっ

た。本遺構に伴う遺物として陶器の破片があるが、

図示できなかった。

第133号井戸跡（第293図）

西区一面の第276号溝跡の調査中に、溝の底で確

認された。Ｅ―23グリッドに位置する。西区一面で

は、第276号溝跡はトレンチ調査であったため、この

トレンチに一部のみがひっかかっていた本遺構の平

面形全体を確認することはできなかった。平面形は

円形と推定され、直径は252㎝である。深さは約125

㎝までしか掘削できなかった。下方の筒形部分の直

径は74㎝で、断面形は漏斗形である。

出土遺物は極めて少なく、図示できた遺物は第

295図１～３に示した。８世紀初頭から平安時代の遺

物が含まれていたことから、８世紀初頭の井戸跡と

推測され、平安時代までの遺物が混入したと考えら

れる。

第134号井戸跡（第293図）

西区一面で確認され、Ｈ―22グリッドに位置する。

第274号溝跡を切っている。平面形は円形で、規模は

直径114㎝。深さは160㎝で、断面形は筒形を呈する。

半裁して調査を進めていたところ、断面が崩落した

ため、断面の記録は不可能となった。
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第290図 井戸跡全体図 西区一面
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第291図 井戸跡全体図 西区二面

― ―312



第292図 井戸跡全体図 東区
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出土遺物は、須恵器の と７世紀の甕などが混入

していたが、遺構は一面で確認されているため、中

世のものである可能性が高い。中世の遺物は出土し

ていない。

第135号井戸跡（第293図）

西区一面で確認され、Ｇ―20、Ｇ―21、Ｈ―20、Ｈ

―21グリッドに位置する。平面形は円形で、規模は

直径359㎝。深さは154㎝で、断面形は箱形である。

出土遺物には、本遺構に伴うとみられる遺物とし

て常滑の破片、在地産の鉢、片岩の破片が出土した。

図示できた遺物は第295図４に示した。このほか、９

世紀の混入遺物が多くみられた。

第136号井戸跡（第293図）

西区一面で確認され、Ｇ―20グリッドに位置する。

平面形は不整円形で、規模は直径158㎝である。深さ

157㎝の地点まで調査したが、これ以下は崩落の危険

性があるため調査を断念した。断面形は筒形である。

出土遺物は第295図５に示した。遺物量は破片が８

点と極めて少ないが、青磁碗の底部（８）が出土した。

第137号井戸跡（第294図）

西区一面で確認され、Ｅ―22、Ｆ―22グリッドに

位置する。平面形は円形で、規模は直径320㎝である。

深さ137㎝まで調査したところで、崩落の危険性が

生じたため調査を断念した。断面形は漏斗形で、下

部の井戸本体部分の直径は162㎝である。

出土遺物は、第295図６～９に示した。在地の鉢、

瓦質土器の破片のほかに、青磁の破片、片岩の大礫、

木製椀が出土した。木製椀は、樹種同定の結果、カ

ツラ材から作られたものであることがわかった。分

析の詳細はⅧ―２に掲載している。このほか、９世

紀の混入遺物も多数出土している。

第138号井戸跡（第294図）

西区一面で確認され、Ｈ―21グリッドに位置する。

井戸跡は第274号溝跡に切られている。平面形は不

整円形で、規模は、直径351㎝である。深さは131㎝

で、断面形は箱形である。井戸の中心は中央部に設

けられていたと考えられ、井戸本体の外側と内側の

位置の痕跡が、特に断面西側の堆積状況において確

認できる。

出土遺物には、常滑とみられる破片が１点出土し

たほか、灰釉陶器や須恵器、土師器の甕や など７

世紀～８世紀にかけての遺物が多く出土した。一面

（上面）で確認されたことから、遺構は中世のもの

と判断され、第295図10～18に図示した出土遺物は、

混入したものと考えられる。

第139号井戸跡（第294図）

西区一面で確認され、Ｆ―22、Ｆ―23グリッドに

位置する。北西側でピットに切られている。平面形

は円形で、規模は直径116㎝である。深さは180㎝で、

断面形はやや口が開きぎみの筒形である。

出土遺物は第295図19に示した。遺物量は多くは

ないが、中世の在地土器が１点、片岩の欠片が出土

した。ほかに、灰釉陶器、須恵器、土師器などの混

入遺物が多くみられた。

第140号井戸跡（第294図）

西区一面Ｆ―21グリッドに位置する。平面形はや

や長方形で、規模は長径111㎝、短径103㎝を測る。

長軸方向はＮ―90°―Ｅである。深さは137㎝で、断面

形は筒形である。

出土遺物は少ない。一面（上面）で確認されたた

め、中世の遺構と判断されるが、片岩の欠片のほか

に中世の遺物は無く、須恵器、土師器の破片が出土

した。第295図20に示した遺物は混入したものと考

えられる。

第141号井戸跡（第294図）

西区一面で確認され、Ｆ―20グリッドに位置する。

南側で第143号井戸跡を切っている。平面形は不整
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第293図 井戸跡（1)
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第294図 井戸跡（2)
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第295図 井戸跡出土遺物（1)

― ―317



方形で、規模は長径307㎝、短径254㎝を測る。長軸

方向はＮ―65°―Ｅをとる。深さ110㎝まで調査を進

めたが、崩落の危険性が生じたため、以下の調査を

断念した。断面形は漏斗形である。下部の井戸本体

の平面形は不整方形で、長径は146㎝である。

出土遺物は第295図21に示した。遺物量は少ない。

遺構に伴うものでは、かわらけが１点、片岩の礫が

大きいものから小さいものまで８点出土した。鬼高

期から平安時代の混入遺物も出土した。

第142号井戸跡（第296図）

西区一面で確認され、Ｆ―22、Ｆ―23グリッドに

位置する。南西側で第275号溝跡を切っている。浅い

テラス状の掘り込みの中央部に井戸の本体が掘り込

まれている。上面での平面形は楕円形で、規模は長

径210㎝、短径181㎝を測る。長軸方向はＮ―46°―Ｗ

をとる。井戸の本体部分の平面形は、直径71㎝の円

形である。深さは183㎝で、断面形はきれいな漏斗形

である。

出土遺物は第295図22に示した。遺物量は少なく、

遺構に伴う遺物としては常滑の破片１点、かわらけ

１点が出土した。このほか、古墳時代後期～平安時

代の混入遺物が出土している。

第143号井戸跡（第296図）

西区一面で確認され、Ｆ―20グリッドに位置する。

北側1/3は第141号井戸跡に切られている。平面形は

楕円形と推定され、確認された範囲での規模は、長

径142㎝、短径122㎝である。長軸方向はＮ―90°―Ｗ

をとる。深さは144㎝まで調査したが、以下は崩落の

危険性が生じたため、調査を断念した。断面形はや

や口の開く筒形である。

出土遺物は第295図23・24に示した。遺物量は少な

く、遺構に伴うものとしては在地の鉢、片岩の欠片、

砥石が出土した。このほか、土師器や須恵器などの

混入遺物もみられた。

第144号井戸跡（第296図）

西区一面で確認され、Ｅ―21、Ｆ―21グリッドに

位置する。上部の平面形は楕円形で、規模は長径125

㎝、短径103㎝を測る。長軸方向はＮ―85°―Ｅをと

る。下部の井戸本体部分の平面形は不整円形で、直

径60㎝である。全体の深さは162㎝で、断面形は漏斗

形である。

出土遺物は少ない。一面（上面）で確認されたこ

とから中世の遺構である可能性が高いが、出土遺物

に中世のものはなく、遺物はすべて平安時代のもの

である。図示できたものは、第295図25に示した。

第145号井戸跡（第296図）

西区一面で確認され、Ｆ―24、Ｇ―24グリッドに

位置する。平面形は不整円形で、規模は直径130㎝、

深さは167㎝である。断面形は筒形である。

出土遺物は第298図１に示した。遺物量は少なく、

遺構に伴うとみられる遺物では、焼成の悪い土師質

の須恵器が出土した。このほか、土師器の甕、須恵

器の甕などの混入遺物も出土した。

第146号井戸跡（第296図）

西区一面で確認され、Ｇ―21グリッドに位置する。

平面形は楕円形で、規模は長径258㎝、短径223㎝、

長軸方向はＮ―90°―Ｗをとる。深さは156㎝で、断面

形は浅めの舟底形である。

出土遺物は少ない。一面（上面）で確認されてい

ることから、遺構は中世のものと判断されるが、中

世の遺物はなく、第298図２に図示したような土師

器の や須恵器の甕など混入と考えられる遺物が出

土した。

第147号井戸跡（第296図）

西区一面で確認され、Ｅ―23グリッドに位置する。

第276号溝跡に上層を大きく切られている。一面で

の第276号溝跡がトレンチ調査であったため、トレ

ンチの範囲での調査となった。平面形は楕円形で、
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第296図 井戸跡（3)
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第297図 井戸跡（4)
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第298図 井戸跡出土遺物（2)
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規模は長径152㎝、短径は推定143㎝である。長軸方

向はＮ―２°―Ｗをとる。深さは131㎝で、断面は漏斗

形、井戸本体の部分は直径67㎝である。

出土遺物は第298図３・４に示した。遺物量は少な

く、在地の鉢、片岩の大礫が２点、木製品の一部が

出土した。このほか、土師器や須恵器の混入遺物が

みられた。

第148号井戸跡（第297図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。第127号溝跡

に上層を大きく切られている。上部での平面形は楕

円形で、規模は長径83㎝、短径70㎝である。長軸方

向はＮ―23°―Ｅである。下部の井戸本体の平面形は

円形で、規模は直径50㎝である。深さは107㎝で、断

面形は漏斗形である。

出土遺物は、第298図５に示したように、底から下

駄が出土した。下駄について樹種同定をおこなった

結果、ケヤキで作られていることが判明した。分析

の詳細はⅧ―２に掲載している。また、上層ではほ

かに木片が数点出土した。

なお本遺構では、出土した木製品の特徴から、ト

イレ状遺構の可能性が想定されたため、覆土の寄生

虫分析をおこなった。その結果、本遺構の土壌から

はトイレ状遺構で検出されるべき濃度の寄生虫は検

出されず、トイレ状遺構ではなく、井戸跡であると

判断された。分析の詳細については、Ⅷ―１に掲載

した。

第149号井戸跡（第297図）

東区のＩ―18グリッドに位置する。第286号溝跡

の底で確認されたため、確認面からの深さは浅い。

北側は調査のための排水溝にかかり、一部壊されて

いる。平面形は円形と推定され、規模は直径77㎝で

ある。深さは31㎝である。

出土遺物は極めて少なく、須恵器の破片２点を含

む３点のみで、図示できるものはなかった。

第150号井戸跡（第297図）

東区のＫ―18グリッドに位置する。第127号溝跡

に上部を大きく壊されている。第291号溝跡との新

旧関係は不明である。遺構半裁の途中で断面が崩落

したため、断面観察はできなかった。平面形は円形

で、上部の直径は42㎝、底部はオーバーハングして

おり、底部の下端の長径は55㎝である。深さは134㎝

で、断面形はフラスコ形である。

出土遺物はなかった。

第151号井戸跡（第297図）

東区のＬ―18グリッドに位置する。平面形は不整

円形で、規模は直径90㎝である。深さは120㎝で、断

面形は口がやや開く筒形である。

出土遺物は第298図６・７に示した。遺物量は８点

と極めて少なく、土師器の甕、 、須恵器などが出

土した。

第152号井戸跡（第297図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。第304号溝跡

および第328号溝跡、第329号溝跡を切っている。平

面形は不整楕円形で、規模は長径152㎝、短径121㎝

である。長軸方向はＮ―70°―Ｗである。井戸本体の

平面形は円形で、直径は60㎝である。全体の深さは

133㎝であり、断面形は口がやや開く形である。

出土遺物は第298図８に示した。遺物量は少なく、

須恵器の ・甕の破片、土師器の ・甕の破片、灰

釉陶器の破片などが出土した。

第153号井戸跡（第297図）

東区のＬ―18グリッドに位置する。上部を第284

号溝跡に切られている。半裁の途中で断面が崩落し

たため、断面の記録は残せなかった。平面形は方形

にやや近い円形で、規模は直径48㎝と小さい。深さ

は122㎝で、断面形は筒形である。

出土遺物は極めて少なく、須恵器の甕、土師器な

ど破片９点が出土した。図示可能なものはなかった。
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第154号井戸跡（第297図）

東区のＭ―18グリッドに位置する。調査のための

排水溝によって東側の一部を壊されている。平面形

は円形と推定され、規模は直径118㎝である。深さは

154㎝で、断面形は筒形である。

出土遺物は第298図９～14に示した。遺物量は一

定量あり、須恵器の甕・大型甕・ 、土師器の甕な

どが出土した。

第155号井戸跡（第299図）

東区のＩ―19、Ｉ―20グリッドに位置する。第270

号溝跡に上層を大きく切られているほか、グリッド

ピットにも切られている。平面形は不整楕円形で、

北側にテラス状の浅い張り出し部が設けられてい

る。規模は、長径336㎝、検出された範囲での短径は

256㎝を測る。長軸方向はＮ―75°―Ｅである。井戸本

体部分の平面形は不整円形で、直径は153㎝である。

全体の深さは160㎝あり、断面形は漏斗形である。

出土遺物は第302図１・２に示した。遺物量は少な

めで、遺構に伴うものとしてはかわらけ、在地産の

甕が出土したほか、須恵器の甕・ ・高台 、土師

器の甕などの遺物が混入していた。また、ウマの上

腕骨（Ⅷ―２図版７）も出土している。

第156号井戸跡（第299図）

東区のＩ―20グリッドに位置する。南側でＩ―20

グリッドＰ6を切る。平面形は円形で、規模は直径

138㎝である。深さは135㎝を測り、断面は漏斗形で

ある。下部の井戸本体の平面形も円形で、直径62㎝

である。

出土遺物は第302図３に示した。遺物量は少なく、

須恵器の ・甕、土師器の小破片が出土した。

第157号井戸跡（第299図）

東区のＪ―20グリッドに位置する。平面形は円形

で、直径は135㎝である。深さ141㎝の地点まで調査

を進めたところで崩落の危険性が生じたため、それ

以下の調査を断念した。断面形は、やや口の広がる

筒形である。

出土遺物は第302図４に示した。遺物量は少なく、

遺構に伴うものとしては、中世の陶器の破片、焼成

不良の須恵器の が出土した。このほか、土師器の

甕の小片などの混入遺物もみられた。

第158号井戸跡（第299図）

東区のＩ―20、Ｊ―20グリッドに位置する。平面

は不整円形で、東側に小さなテラス状の張り出しが

ある。規模は、確認面での直径が104㎝で、井戸本体

部分の直径は65㎝である。深さは102㎝あり、断面形

は漏斗形である。

出土遺物は第302図５・６に示した。遺物量は少な

く、須恵器の ・蓋、高台付 、土師器の小破片が

出土した。

第159号井戸跡（第299図）

東区のＪ―20グリッドに位置する。北側で第８号

方形周溝墓の南側周溝を切り、南東側で第320号溝

跡を切っている。平面形は不整円形で、直径は115㎝

である。深さ152㎝の地点まで調査したところ、壁の

崩落の危険性が生じたため、それ以下の調査を断念

した。断面形はやや口の開く筒形である

出土遺物はなかった。

第160号井戸跡（第299図）

東区のＫ―19グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は直径38㎝と極めて小さい。深さは125㎝

で、断面形は筒形である。

出土遺物は第302図７・８に示した。遺物量は一定

量あり、土師器の長胴甕、丸底甕の胴部など甕の胴

部破片、土師器の が出土した。

第161号井戸跡（第299図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。第304号溝跡

に上層を切られている。平面形は円形で、直径は94
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第299図 井戸跡（5)
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㎝である。深さは130㎝で、断面形は漏斗形である。

井戸本体部分の直径は40㎝である。

出土遺物はなかった。

第162号井戸跡

東区のＩ―20グリッドに位置する。調査のための

排水溝にかかっていたため、確認のみにとどまり、

東側のごく一部を除いて調査は不可能であった。し

たがって、個別の図面は作成せず、全体図に位置を

記録するにとどまった。平面形は円形で、規模は長

径206㎝、短径166㎝を測る。長軸方向はＮ―19°―Ｗ

である。深さは計測できなかった。

部分的な調査であることから、出土遺物は極めて

少なく、遺構に伴う遺物としては、常滑の破片が２

点が出土した。ほかに、須恵器の ・甕の混入がみ

られた。図示可能なものはなかった。

第163号井戸跡（第299図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。北側で第71号

住居跡を壊して構築されている。平面形は円形で、

規模は直径110㎝である。深さは117㎝で、断面形は

漏斗形である。下部の井戸本体部分の直径は39㎝で

ある。

出土遺物は第302図９～12に示した。遺物量は、少

なめで、須恵器の高台付 ・ ・甕、土師器の甕な

ど破片が出土している。

第164号井戸跡（第300図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。第301号溝跡

を切っており、第168号井戸跡に切られている。平面

形は円形で、規模は直径238㎝である。深さ130㎝ま

で調査した時点で壁の崩落の危険性が生じたため、

調査を断念した。断面形は漏斗形で、下部の井戸本

体部分の直径は58㎝である。

出土遺物は第302図13～20および第303図１に示

した。遺物量は多めで、須恵器の大甕・甕・蓋・ 、

灰釉陶器、土師器の甕などが出土した。第303図１は

片面の一部に、直径4.5㎝の円形の範囲で集中的に

敲打を施したような、丸い凹みのついた礫である。

第165号井戸跡（第300図）

東区のＪ―20グリッドに位置する。平面形は不整

円形で、規模は直径72㎝とやや小さい。深さ158㎝ま

で調査したが、崩落の危険性が生じたため調査を断

念した。断面形は筒形である。

出土遺物は極めて少なく、須恵器の 、土師器の

小破片など４点が出土したが、図示できるものはな

かった。

第166号井戸跡（第300図）

東区のＩ―19グリッドに位置する。平面形は円形

で、直径68㎝である。深さは140㎝で、断面形は筒形

である。

出土遺物は第303図２・３に示した。遺物量は少な

く、須恵器の甕、土師器の ・甕の破片などが出土

した。

第167号井戸跡（第300図）

東区のＬ―20グリッドに位置する。北東側で第

270号溝跡に切られ、南西側で第130号溝跡を切って

いる。西区一面の同じ位置では中世の第137号井戸

跡が検出されている。本遺構は平安時代のものと判

断され、本遺構と同じ位置に後世の中世井戸が掘削

されたと考えられる。平面形は不整円形で、規模は

直径238㎝である。深さは152㎝あり、断面形は漏斗

形である。下部の井戸本体部分の直径は、107㎝であ

る。

出土遺物は第303図４・５に示した。遺物量は極め

て少なく、須恵器の ・甕、土師器の小破片、扁平

の礫など６点のみである。ほかに板材の一部も出土

した。

第168号井戸跡（第300図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。北西側で第
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164号井戸跡を、南東側で第301号溝跡を切ってい

る。平面形は円形で、規模は直径106㎝を測る。深さ

は140㎝で、断面形は漏斗形である。下部の井戸本体

部分の直径は58㎝である。

第300図 井戸跡（6)
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出土遺物は第303図６に示した。遺物量は極めて

少なく、須恵器の ・甕、土師器の ・甕など小破

片が14点出土した。

第169号井戸跡（第300図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は直径60㎝と小さい。深さは134㎝を測る。

断面形は上部がわずかに開く筒形である。

出土遺物はなかった。

第170号井戸跡（第301図）

東区のＪ―22グリッドに位置する。南側でＪ―22

グリッドＰ57を切っている。平面形は円形で、規模

は直径130㎝である。深さは164㎝あり、断面形は東

第301図 井戸跡（7)

― ―327



第302図 井戸跡出土遺物（3)
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第303図 井戸跡出土遺物（4)
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側にやや広がる漏斗形である。下部の井戸本体部分

の直径は85㎝である。

出土遺物は第303図７～９に示した。遺物量は極

めて少なく、須恵器の高台付 ・甕胴部、土師器の

甕など小破片が18点出土した。また第303図９は、両

端に切り込みを施した、なんらかの木製品の部材で

ある。

第171号井戸跡（第301図）

東区のＫ―23グリッドに位置する。北側で第99号

住居跡、Ｋ―23グリッドＰ13を切り、南西側でＫ

―23グリッドＰ57に切られる。平面形は円形で、規

模は直径175㎝である。深さは170㎝で、断面形はや

や口の開く筒形である。

出土遺物は第303図10～13に示した。遺物量は少

なく、須恵器の ・甕・壺・高台付 、片岩の大き

な欠片のほかに、焼けた粘土塊が３点、板状の木材

が出土した。

また本遺構では、多くの種子が出土したため、こ

れらの種実同定をおこなった。その結果、これらの

種子はシソ属の果実、アカザ属の種子など人里植物

や耕地雑草のものであることがわかった。周囲には

集落や耕地が広がっていたと考えられる。

第172号井戸跡（第301図）

東区のＪ―18グリッドに位置する。西側で第304

号溝跡に切られている。平面形は円形で、規模は直

径132㎝である。深さは132㎝あり、断面形は漏斗形

である。下部の井戸本体部分の直径は30㎝と極めて

小さい。

出土遺物は極めて少なく、土師器の甕・皿など小

破片が６点出土したが、図示可能なものはなかった。

第173号井戸跡（第301図）

東区のＩ―21、Ｊ―21グリッドに位置する。西側

でＬ―21グリッドＰ1を切っている。平面形は円形

で、規模は直径116㎝である。深さは147㎝あり、断

面形は口がやや開く筒形である。覆土３層と４層は

炭化物を多量に含んでいることから、井戸の廃絶時

に廃棄物を投棄したと考えられる。

出土遺物はほとんどなく、土師器の小破片が２点、

片岩の欠片が出土した。図示可能なものはなかった。

第174号井戸跡（第301図）

東区のＪ―22、Ｊ―23グリッドに位置する。東側

でＪ―22グリッドＰ43に切られるが、第482号土坑、

第483号土坑、第513号溝跡、第514号溝跡を切ってい

る。平面形は円形で、規模は直径266㎝、深さ180㎝

を測る。断面形は箱形に近い。底部中央の西寄りに

凹みがあり、５層の堆積位置が、底部の凹みの上端

と合うことからも、中央やや西寄りの位置に井戸本

体が設けられていたと考えられる。井戸本体の規模

は直径約115㎝であったと推定される。

出土遺物は第303図14～16に示した。遺物量は、少

なく、かわらけ、陶器の破片、在地産の甕や鉢の破

片などが出土した。ほかに、須恵器の 、土師器の

小破片が混入していた。

第175号井戸跡（第304図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。第302号溝跡

を切っている。平面形は円形で、規模は直径118㎝、

深さは155㎝である。断面形は、口に向かってやや開

く筒形である。覆土５層には焼土ブロックが、覆土

４層と７層には炭化物が多量に含まれていることや

土器も出土していることから、井戸の廃絶後に廃棄

物をまとめて投棄したものと考えられる。

出土遺物は第306図１～９に示した。遺物量は一

定量あり、高台付 が多い。ほかに、須恵器の な

どが出土した。

第176号井戸跡（第304図）

東区のＫ―20グリッドに位置する。平面形は円形

で、規模は直径56㎝、深さは101㎝である。断面形は

筒形である。
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出土遺物はなかった。

第177号井戸跡（第304図）

東区のＪ―19グリッドに位置する。第130号溝跡

に切られている。平面形は円形で、規模は直径57㎝、

深さは114㎝である。断面形は、やや口の開く筒形で

ある。

出土遺物はなかった。

第178号井戸跡（第304図）

東区のＬ―21グリッドに位置する。第302号溝跡

を切っている。平面形は円形で、直径105㎝、深さは

133㎝である。断面形は漏斗形で、下部の井戸本体部

分は直径58㎝である。

出土遺物は第306図10～13に示した。遺物量は少

なく、須恵器の高台付 ・甕、土師器の などが出

土した。

第179号井戸跡

東区のＬ―23グリッドに位置する。第287号溝跡

の底で確認された。湧水のため、個別の図面の作成

は不可能であった。全体図にその平面形と位置を記

録するにとどまった。平面形は円形で、規模は直径

87㎝である。深さは計測できなかった。

出土遺物はなかった。

第180号井戸跡（第304図）

東区のＬ―22グリッドに位置する。半裁の途中で

断面が崩落したため、断面の観察はできなかった。

平面形は円形で、規模は直径46㎝と小さく、深さは

88㎝である。断面形は筒形である。

出土遺物は第306図14・15に示した。遺物量は少な

く、須恵器の壺・ ・甕の破片、土師器の甕の小破

片などが出土した。

第304図 井戸跡（8)
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第181号井戸跡（第305図）

西区二面のＨ―26グリッドに位置する。第345号

溝跡、第362号溝跡を切っている。平面形は不整円形

で、規模は直径274㎝である。深さは134㎝あり、断

面形は箱形である。断面にみられる土層堆積状況は

本遺構の埋没過程をよく示している。中央部に据え

られていたとみられる井戸枠をひき抜くのに伴い、

下方の砂と粘土で構成されるしまりのない８層、９

層が崩れて下層に広がり、続いて井戸枠の外側に充

塡されていた４～６層が中央のくぼみに向かって崩

れ落ち、最後に残った中央部のくぼみが１～３層に

よって埋没したと考えられる。

出土遺物は第306図16・17および第307図１～３に

示した。遺物量は少なく、在地産の鉢、陶器の破片

が出土した。このほか、第307図のような抉り入り

の木材など木製品の一部とみられる木材が出土し

た。須恵器の高台付 や壺の破片、 、灰釉陶器の

の破片、土師器の破片などの混入遺物も出土して

いる。

第182号井戸跡（第305図）

西区二面のＥ―27、Ｆ―27グリッドに位置する。

東側で第438号溝跡、西側で第187号井戸跡を切って

いる。平面形は不整楕円形で、規模は長径286㎝、短

径208㎝を測る。長軸方向はＮ―90°―Ｗをとる。深さ

115㎝まで調査を進めたが、崩落の危険性が生じたた
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第306図 井戸跡出土遺物（5)
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第307図 井戸跡出土遺物（6)
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め、７層以下の調査を断念した。断面形は漏斗形で

ある。井戸の中心部は東側に寄っており、下部の中

心部分は直径140㎝である。

出土遺物には、須恵器の甕、土師器の甕・ の小

破片が４点出土したが、図示できるものはなかった。

第183号井戸跡（第305図）

西区二面のＥ―27、Ｆ―27グリッドに位置する。

東側では第187号井戸跡を切っている。また本遺構

は、南側で接している第232号井戸跡よりも新しい。

平面形は不整円形で、規模は直径220㎝である。深さ

122㎝の地点まで調査を進めたが、壁面崩落の危険性

が生じたため、５層以下の調査を断念した。断面形

は漏斗形で、中心部分の直径は115㎝である。

出土遺物は第306図19・20に示した。遺物量は少な

いが、土器類のほかに片岩の礫が数点出土した。遺

構に伴う遺物としては、陶器の破片、在地の鉢、か

わらけが出土した。ほかに、須恵器の甕や土師器の

破片などが混入していた。

第184号井戸跡（第308・309図）

西区二面のＨ―24、Ｈ―25グリッドに位置する。

南側でＨ―25グリッドＰ13に切られる。平面形は円

形で、規模は直径190㎝、深さは145㎝である。断面

形は漏斗形で、中心部にはさらに円筒状の掘り込み

が残る。中間部分の直径は156㎝、最下部の筒状の掘

り込みの直径は90㎝である。上層の覆土全体には炭

化物や焼土粒子が多く含まれていた。特に炭化物は

１層、２層、４層、５層に、焼土粒子は１層と４層

に多く含まれている。遺物が４層、５層、６層の上

層から特に大量に出土しており、井戸の廃絶に伴っ

て、土器を大量に廃棄し、さらに上から燃えかすな

どのゴミが少なくとも２度に渡って投棄されたとい

う埋没過程がうかがえる。

本井戸跡からは、大量の遺物が出土した。出土遺

物は第310～313図および第314図１に示した。３枚

の遺物出土状況図に示したとおり、遺物は特に覆土

４層・５層直下を中心に、底面付近や中層からも出

土している。覆土４層、５層付近からは、20、21の

須恵器の壺２個体、22の須恵器の甕１個体、24の須

恵器の大甕１個体を含む大量の須恵器、灰釉陶器、

土師器が出土した。20～23の須恵器の壺・甕は破砕

された状態であったが、いずれも４層・５層あたり

でまとまって出土しており、６層周辺まで埋まった

段階で投棄されたものと考えられる。出土遺物の７

割が須恵器であった。

ほかに、32、33のような曲物の底板や板材、杭な

どの木製品や木材、31のような軽石も出土している。

第185号井戸跡（第315図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径87㎝である。深さ131㎝まで調査

したが、壁面が崩落する危険性が生じたため、それ

以下の調査を断念した。断面形は筒形である。

出土遺物は第314図２に示した。遺物量は少なく、

須恵器の や甕の破片など平安時代の遺物を主体と

する。２は瓦の破片で、裏面の縁には縁に沿った方

向に、内側は湾曲する方向にナデ調整を施す。

第186号井戸跡（第315図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。北側半分

で第370号溝跡を切っている。平面形は円形で、規模

は直径65㎝である。深さは125㎝で、断面形はやや口

の開く筒形である。覆土上層にあたる１層と２層に

は炭化物が多量に含まれ、埋没過程における最終段

階で燃えかすなどをまとめて捨てたものとみられ

る。

出土遺物は第314図３～６に示した。遺物量は少

なく、須恵器の壺・甕・ の破片などが出土した。

６は有孔円板で、混入した可能性がある。

第187号井戸跡（第315図）

西区二面Ｅ―27、Ｆ―27グリッドに位置する。西

側では第183号井戸跡、東側では第182号井戸跡に切
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られている。平面形は東西方向に長い楕円形で、規

模は長径が推定210㎝、短径は167㎝である。長軸方

向はＮ―84°―Ｅである。深さ80㎝まで調査を進めた

ところで水が勢い良く湧き始めたため、以下の調査

を断念せざるを得なかった。断面形は漏斗形とみら

れ、井戸本体部分の直径は約77㎝と推定される。

出土遺物は第314図７～９に示した。遺物量は少

なく、灰釉陶器の破片、須恵器の甕、土師器の小破

片、片岩の欠片、種子１点、鉄滓などが出土した。

第188号井戸跡（第315図）

西区二面のＨ―25、Ｉ―25グリッドに位置する。

東側で第356号溝跡を切っている。平面形は東西方

向にやや長い楕円形で、長径178㎝、短径162㎝を測

る。長軸方向はＮ―90°―Ｗである。深さ95㎝まで調

査したが、壁面が崩落する危険性が生じたため、以

下の調査を断念した。断面形は漏斗形で、下部の井

戸中心部の直径は105㎝である。

出土遺物は第314図10に示した。遺物量は２点の

みで、完形に近い在地産の鉢が１個体と陶器の破片

が出土した。

第189号井戸跡（第315図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。重複する

第308図 井戸跡（10)
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多くの遺構のなかで最も新しい遺構である。第313

～315号土坑、第354号溝跡を切っている。平面形は

不整円形で規模は直径234㎝である。深さ190㎝まで

調査したが、壁面が崩落する危険性が生じたため、

以下の調査を断念した。断面形はおおむね筒形で、

上部の一部にくびれがみられる。

出土遺物は第314図11に示した。遺物量は一定量

あり、在地産の鉢、陶器の破片が出土した。このほ

か、須恵器や土師器など平安時代の遺物が多量に混

入していた。また、特に２層からは円礫が多く出土

した。

第190号井戸跡（第315図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。第２号溝

跡に上層を大きく切られている。平面形は方形で、

規模は一辺が110㎝である。深さは155㎝で、断面形

は筒形である。

出土遺物は第316図１に示した。遺物量は極めて

少なく、須恵器の壺、土師器の甕の破片など４点が

出土した。

第191号井戸跡（第315図）

西区二面のＨ―25グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径113㎝、深さ134㎝である。断面

第309図 井戸跡（11)
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第310図 井戸跡出土遺物（7)
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第311図 井戸跡出土遺物（8)
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第312図 井戸跡出土遺物（9)
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第313図 井戸跡出土遺物（10)
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第314図 井戸跡出土遺物（11)
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第315図 井戸跡（12)
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形はやや口の開く筒形である。１層、３層、５層、

７層には多量の炭化物が含まれ、４層、５層、６層

に焼土粒子が多量に含まれていた堆積状況から、炭

化物と焼土粒子をそれぞれまとめて６回にわたって

交互に埋めたことがわかる。11層には有機物とみら

れる腐植土層も確認された。上下に同じ土層の堆積

がみられ、短時間のうちに有機物層の堆積があった

ものと考えられる。

出土遺物は第316図２～14に示した。遺物量は一

定量あり、須恵器の高台付 ・ ・甕、土師器甕・

、灰釉陶器の皿、鉄製品、木材などが出土した。

高台付 が主体的である。

第192号井戸跡（第315図）

西区二面のＨ―23、Ｈ―24グリッドに位置する。

中央部では第348号溝跡を切って構築され、西側で

は第２号溝跡に切られている。平面形は不整円形で、

規模は直径85㎝である。断面形は筒形である。

出土遺物は第316図15・16に示した。遺物量は極め

て少なく、灰釉陶器の小破片、土師器の ・甕・台

付甕、須恵器の甕の破片などが出土した。

第193号井戸跡（第317図）

西区二面のＨ―24グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径74㎝である。深さは100㎝で、断

面形は口がやや開く筒形である。

出土遺物は極めて少なく、土師器の などの小破

片が10点出土した。図示可能な遺物はなかった。

第194号井戸跡（第317図）

西区二面のＥ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径245㎝である。断面形は西側に

偏った三角形で、井戸本体は西側に寄って掘削され

ていたと思われる。深さは169㎝である。

出土遺物は第316図17・18に示した。遺物量は少な

めで、平安時代初期の所産とみられる須恵器の ・

甕のほかに、軽石、片岩の小片、砂岩系のやわらか

い礫などが出土した。

第195号井戸跡（第317図）

西区二面のＥ―22、Ｆ―22グリッドに位置する。

南側でピットを切っている。平面形は不整楕円形で、

南側にやや張り出し、規模は長径330㎝、短径265㎝

を測る。長軸方向はＮ―71°―Ｗである。深さは140㎝

で、断面形は台形である。

出土遺物は第316図19～23に示した。遺物量は一

定量あり、中世陶器の破片、かわらけ、曲物の一部、

片岩の欠片、砂岩系のやわらかい礫が出土した。曲

物の底板は樹種同定の結果、サワラで作られたもの

とわかった。分析の詳細はⅧ―２に掲載している。

このほかにも、平安時代の遺物が多数混入していた。

第196号井戸跡（第317図）

西区二面のＦ―22グリッドに位置する。西側で第

381号土坑、北東側で第414号溝跡を切っている。ま

た、北側ではＦ―22グリッドＰ21に切られている。

平面形は北側に小さな半円形の張り出しのある不整

円形で、規模は直径289㎝である。張り出した部分は

Ｎ―11°―Ｅの方向にのびる。深さは162㎝で、断面形

は箱形である。覆土は自然堆積に近く、下層には有

機物が多く含まれている。

出土遺物は第320図１～６に示した。遺物量は少

なめで、在地産の鉢、陶器の鉢、砥石、礫、片岩の

欠片、砂岩系のやわらかい礫、木製品の一部が出土

したほか、須恵器の 、土師器などの混入遺物も多

数出土した。

第197号井戸跡（第318図）

西区二面のＦ―27グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径57㎝と小さい。深さは81㎝で、

断面形は筒形である。

出土遺物は少なく、台付甕の脚部破片を含め、土

師器の破片など11点が出土したが、図示できるもの

はなかった。
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第316図 井戸跡出土遺物（12)
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第198号井戸跡（第318図）

西区二面Ｆ―21グリッドに位置する。南西側でＦ

―21グリッドＰ24を切っている。平面形は円形で、

規模は直径198㎝である。断面形は口が開く形で、深

さは155㎝である。覆土８層には多量の有機物が含

まれていた。

出土遺物は第320図７・８に示した。遺物量は少な

めで、土師質の須恵器の大ぶりの底部、須恵器の甕・

高台付 、土師器の甕などが出土した。

第199号井戸跡（第318図）

西区二面のＦ―21、Ｇ―21グリッドに位置する。
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平面形は円形で、規模は直径106㎝である。深さは

100㎝で、断面形はやや口の広がる筒形である。半裁

の途中で断面が崩落したため、断面の記録はとれな

かった。井戸の最上部には大きな片岩が乗っていた。

出土遺物は第320図９～11に示した。遺物量は極

めて少なく、須恵器の甕・ ・高台付 、曲物の破

片など10点が出土した。

第200号井戸跡（第318図）

西区二面のＦ―21グリッドに位置する。東側でＦ

―21グリッドＰ80を切っている。平面形は楕円形に

近く、規模は長径194㎝、短径175㎝を測る。長軸方

向はＮ―66°―Ｗをとる。深さは184㎝であり、断面形

は漏斗形で、下部の井戸中心部分の直径は81㎝であ

る。覆土最下層に相当する７層と、その上の６層は

有機物を多量に含み、うち６層には炭化物も多量に

含まれていた。井戸の廃絶時に多量の廃棄物をまと

第318図 井戸跡（14)
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第319図 井戸跡（15)
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第320図 井戸跡出土遺物（13)
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めて投棄したものと考えられる。

出土遺物は少なく、土師器の 、須恵器の 、片

岩の欠片などが出土したが、図示できるものはな

かった。

第201号井戸跡（第318図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。第383号

溝跡を切り、東西でピットに切られている。平面形

は楕円形で、規模は長径195㎝、短径166㎝を測る。

長軸方向はＮ―70°―Ｗをとる。断面形は漏斗形で、

深さは165㎝、下部の井戸中心部分の直径は140㎝で

ある。覆土最上層にあたる１層には、炭化物が多量

に含まれていた。埋没の最終段階で投棄されたもの

と考えられる。

出土遺物は第320図12に示した。遺物量は極めて

少なく、須恵器の甕・ 、土師器の小破片が出土し

た。須恵器の甕は内面に当て具痕のないものも出土

した。須恵器の の底部にはヘラケズリが施されて

いる。

第202号井戸跡（第319図）

西区二面のＨ―21グリッドに位置する。第427号

溝跡、第429号溝跡、Ｈ―21グリッドＰ31を切ってい

るが、調査のための排水溝に東側半分を大きく切ら

れている。平面形は円形と推定され、規模は直径182

㎝である。断面形はやや口が広がりつつ立ち上がる

形である。深さは133㎝である。

出土遺物は極めて少なく、土師器の甕の破片、片

岩の欠片など４点が出土した。図示できるものはな

かった。

第203号井戸跡（第319図）

西区二面のＨ―22グリッドに位置する。第408号

溝跡、第464号溝跡、第43号掘立柱建物跡、Ｈ22グ

リッドＰ50を切っている。平面形は東西方向にやや

長い楕円形で、長径188㎝、短径170㎝、長軸方向は

Ｎ―86°―Ｅである。深さ120㎝まで調査を進めたが、

壁が崩落する危険性が生じたため、以下の調査を断

念した。断面形は漏斗形で、下部の井戸中心部分の

直径は84㎝である。

出土遺物は第320図13～16に示した。遺物量は少

なめで、灰釉陶器の高台付 、土師器の甕、須恵器

の甕、土錘などが出土した。

第204号井戸跡（第319図）

西区二面のＧ―19グリッドに位置する。平面形は

円形で、中心部は北寄りにあり、規模は長径150㎝で

ある。深さは178㎝で、断面形はやや口の開く筒形で

ある。下部の井戸中心部分の直径は87㎝である。

出土遺物は極めて少なく、須恵器の甕の破片、土

師器の小破片が出土したが、図示できるものはな

かった。

第205号井戸跡（第319図）

西区二面のＨ―20グリッドに位置する。南側で第

384号溝跡を切っている。平面形は南北にやや長い楕

円形で、規模は長径76㎝、短径60㎝である。長軸方

向はＮ―７°―Ｅをとる。深さは74㎝と比較的浅く、

断面形は筒形である。

出土遺物はなかった。

第206号井戸跡（第319図）

西区二面のＥ―23グリッドに位置する。北側でＥ

―22グリッドＰ27に切られている。平面形は円形

で、規模は直径142㎝である。深さは164㎝で、断面

形は底部に向かって径が小さくなる漏斗形である。

覆土はほぼ２層の単層で、一度に埋没したと考えら

れる。

出土遺物はなかった。

第207号井戸跡（第319図）

西区二面のＥ―21グリッドに位置する。南東側で

第144号井戸跡に切られている。平面形は円形で、規

模は直径128㎝である。遺構半裁の途中で断面が崩
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落したため、断面の記録は残せなかった。深さは162

㎝あり、断面形は細めの漏斗形である。

出土遺物は第320図17・18に示した。遺物量は少な

い。底部全面にヘラケズリを施した須恵器の 、片

岩の欠片、木製品の一部や小杭など13点が出土した。

第208号井戸跡（第319図）

西区二面のＦ―22グリッドに位置する。平面形は

本体が円形で南東側に半円形の張り出し部が付いて

いる。本体部分の規模は直径94㎝で、張り出し部を

含めると長さ135㎝である。深さは122㎝を測り、断

面形は底面からまっすぐ立ち上がる筒形である。

出土遺物は第320図21に示した。遺物量は少なく、

須恵器の 、土師器の小破片、礫が出土している。

第209号井戸跡（第319図）

西区二面のＦ―21グリッドに位置する。平面形は

円形で、規模は直径132㎝である。深さは169㎝あり、

断面形は底面からまっすぐ立ち上がる筒形である。

覆土４層では青灰色砂質土層が層状に数枚堆積し、

各層の下端には薄い炭化物層の堆積が確認されてい

る。

出土遺物は11点と少なく、土師質の須恵器の 、

砂岩質のやわらかい礫、片岩が出土したほか、須恵

器の甕、高台付 、土師器の など混入とみられる

遺物も出土した。

第210号井戸跡（第321図）

西区二面のＥ―23グリッドに位置する。南西側で

第275号溝跡およびピットを切っている。平面形は

南北にやや長い楕円形で、規模は長径295㎝、短径

275㎝と大きい。長軸方向はＮ―４°―Ｗである。深さ

は190㎝あり、断面形は角のやや丸い箱形である。

出土遺物は第320図23・24に示した。遺物量は一定

量あり、在地産の鉢の破片、中世陶器、瓦の破片の

ほか、土師器の甕、須恵器の など多数の遺物が混

入していた。23は混入遺物とみられる。24の瓦は平

安時代かそれ以降のものであると考えられる。

第211号井戸跡（第321図）

西区二面のＥ―23グリッドに位置する。第133号

井戸跡、第276号溝跡、第413号溝跡を切っている。

多くの遺構と重複するが、なかでも本遺構が最も新

しい。平面形は円形で、規模は直径223㎝である。深

さは210㎝あり、断面形は径の大きい筒形である。

出土遺物は第322図１～５に示した。遺物量は一

定量あり、中世陶器、在地産の鉢、曲物の底板とみ

られる木製品、木製漆塗椀、片岩の欠片などが出土

した。曲物の底板と木製漆塗椀については、樹種同

定をおこなった。その結果、曲物の底板はヒノキ製、

木製漆塗椀はクリの木で作られていることがわかっ

た。分析の詳細はⅧ―２に掲載している。このほか

に、灰釉陶器の長頸、須恵器の ・甕などが多数混

入していた。

第212号井戸跡（第321図）

西区二面のＧ―23グリッドに位置する。第６号円

形周溝状遺構およびＧ―23グリッドＰ23を切って

いる。平面形は円形で、規模は直径80㎝と小さい。

深さは154㎝あり、断面形は筒形である。覆土１層は

炭化物が多量に含まれていた。

出土遺物は第322図６～10に示した。遺物量は一

定量あり、須恵器の高台付 ・甕の破片、土師器の

・皿・甕などが出土した。

第213号井戸跡（第323図）

西区二面のＥ―24グリッドに位置する。北側と西

側の上層の一部を 乱されている。また、中央では

第411号溝跡、第452号溝跡を切っている。平面形は

東西に長い楕円形で、規模は長径332㎝、短径262㎝

を測る。長軸方向はＮ―79°―Ｅである。深さは206㎝

で、断面形はやや口を開きぎみに立ち上がり、底面

中央部に凹みをもつ形である。深さ150㎝までは断

面で堆積状況を確認できたが、これ以下は湧き水の
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勢いが激しくなり、側壁崩落の危険性が生じたため、

出土状況図などの図面作成を断念して、底面近くま

で調査して遺物を採取後、写真撮影と平面図を作成

して、ただちに埋め戻した。

断面形は径の大きな筒形だが、縦に打ち込まれた

複数の井戸枠材が遺存していたこともあり、断面で

確認した覆土の堆積状況から、使用時の規模が推定

できる。井戸は、大きめに掘り方を掘削した後、底

部中央に四角い板状の石材を据え、底板のない曲物

を据えて、曲物の周囲に長さおよそ80～160㎝の木

材を縦に打ち込んで補強し、土圧を防ぐように構築

されている。曲物の上端付近には横方向に組んだよ

うな細い木材が数本出土しており、井戸枠を横木で

さらに補強したものと考えられる。上記の井戸枠を

埋設した後に、掘り方と井戸枠の外側を埋め戻して

いる。

井戸枠は直径41.4㎝で、底面中央の凹みの直径と

も合う。断面にみられる４層の幅も考慮にいれれば、

井戸本体の直径は41～51㎝であったと推定される。

縦に打ち込まれた木材には、丸太状のものや角材状

のものがあり、加工材だけではなく、第328図37の鍬

先の未製品のような転用品などが利用され、長さや

第321図 井戸跡（16)
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幅にはばらつきがあって規格はないようである。利

用できそうな木材を寄せ集めて使用した可能性が考

えられる。曲物の下、やや北東寄りで大きめの四角

い板状の石材が埋め込まれていた。この石材の下か

らは木製の櫛が出土した。

出土遺物は第324～329図に示した。遺物は主に、

上部の自然堆積の覆土中から出土した。掘り方の埋

め戻し土の中からは、遺物はほとんど出土していな

い。遺物量は多く、多数の須恵器の ・甕・羽釜・

高台付 、灰釉陶器、土師器の破片、片岩の欠片が

出土した。このほかに、井戸枠として利用された曲

物、木製の櫛、木材などが多数出土した。26の木製

の櫛は、曲物を取り上げ、礫を取り上げたさらにそ

の下から出土した。櫛は完全ではないことから、井

戸が機能していた頃あるいはそれ以前に捨てられた

ものと考えられる。

本井戸跡から出土した木製の櫛（26）、井戸枠に使

用された木材（31）、井戸枠に転用された鍬の未製品

（37）、井戸枠の曲物（25）の４点の木製品について、

樹種同定をおこなった。その結果、井戸枠に使われ

た木材と鍬の未製品はコナラ属コナラ亜属クヌギ節

の木材、曲物の一段目の側板はヒノキ、櫛は重硬で

強度の高いイスノキで作られていたことがわかっ

た。分析の詳細はⅧ―２に掲載した。

第322図 井戸跡出土遺物（14)
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第214号井戸跡（第323図）

西区二面のＥ―25グリッドに位置する。西側でＥ

―25グリッドＰ23を切っている。平面形は円形で、

規模は直径182㎝である。深さは140㎝あり、断面形

は立ち上がりがやや緩やかな筒形である。

出土遺物は極めて少なく、須恵器の甕、土師器の

の破片、礫など８点が出土したが、図示できるも

のはなかった。出土した須恵器の甕の破片の内面に、

当て具の痕跡がみられない。

第323図 井戸跡（17)
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第324図 井戸跡出土遺物（15)
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